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トゥルゲーネフの最後の愛

出か -r子

nycKa註cKy.lleeTB }豆HJIaXKpOBb， 
Ho B cepえ江eHe CKY.lleeT He)l{HOCTb… 
o TbI， IIOCJIe.ll1四兄JIl060Bb!
TbI H 6JIa混 eHCTBOH 6e3Ha瓦e)l{HOCTb.

φ. TlOTt詑 B

本稿は，作家トゥノレゲーネフの晩年における最後の愛，すなわち女優サーヴィナ1)に対

する愛に関して，その普通行なわれている伝記叙述の由来する原資料を探索すると共に

近年公刊された新資料によって内容土の補足を試みようとするものである。

1 

アンドレ・モーロワは彼の特意な缶記ものの一つ rトゥノレゲーネフ伝』の中で， このロ
シアの作家の生涯の叙述を閉じるに当たり， 死後 25年ベテノレブ、ノレクの科学アカデミーの

大広間で、開かれたトゥノレゲーネフ博物館のことに触れて，ひとつの美しいエピソードを伝

えている。「やがて博物館の番人たちは， トゥノレゲーネフの肖像の前に新鮮なばらの花束

が置カ逸れて，一人の老婦人の手で、毎日取りかえられるのに気づいた。それらのばらはマリ

ヤ・ガブリーロヴナ・サーヴィナが運んでいたものであった。女友だちの美しい手によっ

て置かれていたこれらの見事にもかよわな花ほどトゥノレゲーネフの気に入ったであろう記

念碑は考えられなLゴ230 作家の死後 25年，その時サーヴィナは 54歳であった。確かに，

このような死後の愛こそは，特に晩年のトゥノレゲーネフの作品に表わされている，宗教的

とさえいえる愛の観念にふさわしいものである。

ところで，文中のー老婦人サーヴィナについて，この逸話をそーロワはどこから借用し

たのであろうか。筆者にとってそれは長年の謎であった3)。諸著を探索するうちに，やがて

この逸話に限らず，サーヴィナについて，あるいはこの女性に対する作家の愛について，

L、くつかの伝記叙述の詞に軽重の大きな違いのあることに気がついた。

伊iえば，わが菌においては，最初のやや詳しい伝記といえる昇曙夢の Fツノレゲーニェフ』

(1914) には，その晩年の章の中で 1881年作家の最後の故郷スパースコエ「帰省中に，親

友なる詩人ポロンスキイ及び美能家サウインは家族を同伴して，ツノレゲーニェフを訪問し

たj心とし、う叙述があるO ここに「美術家サウイン」と記されているのは，女震サーヴィナ

1) MapHH raBpHJIOBHa CaBHHa (1854-1915). 

2) A. Maurois， Tourgueniev， Paris， 1931， p. 184. アンドレ・モロワ， iJツルゲーネフ伝』大場幸男
訳，河出書房.1941， pp. 174-175. 

3)拙文 fトウノレゲーネフの墓J.rrえうゐli.No. 7， 1979， p. 114参照。
4)昇曙夢， IIツ/レゲーニェフ.s.実業之日本社， 1914， pp. 275-276. 

-1-



出 かず子

の間違いであろうが，そのサーヴィナがし、かなる人物であったかについては知る由もなし、。

その後中山省三郎から最近のものに至るまで，間違おうにも言及されることが殆どなかっ

たの。わが国のものでサーヴィナのテーマを初めて取り上げた伝記は，恐らく住藤渚郎

『ツルゲーネフの生涯j] (筑摩書房， 1977) であるO しかしこれは一般読者向けの著作であ

るために，叙述の典拠，考証の過程が明白でないの。

わが国におけるこのような事情は，ことサーヴィナに関する限久英仏の伝記において

もほぼ同様である。英匿の吉い作品研究であるエドワード・ガーネットの『トゥ/レゲーネ

フ研究j] (1917) 7)は， 伝記に関しては， トヮノレゲーネフ自身の長年の帯在国フランメ、のエ

ミーノレ・オーマンの研究 (1906) に依拠しているが，このオーマンには，前記「美術家サ

ウイン」が訪れた頃のスパースコエ村の叙述は詳しいが，そこへの招待・訪問客のうちに

はサーヴィナの名は見当らなLmoところが， 20年代以降のヤルモリンスキ-Ii'トゥノレゲ

ーネフj] (1926) 9)になると， 明確に「不死鳥の愛j の章が設けられ，作家晩年のヴレブス

カヤ男爵夫人に対する愛と並んで，女優サーヴィナとの最後の愛がまとめられており，以

後そのテーマはマガノレシャヅク fトゥノレゲーネフj] (1954) 10)に受け継がれ， ブージヴァノレ

時代の作家の全生活の脈経の中に折り込まれている。

このように晃てくると，伝記におけるサーヴィナへの言及，あるいはサーヴィナに対す

る作家の愛の記述の違いは，ある程度，研究設措の時期の違いによるものと思われる。オ

ーマンはトヮノレゲーネフの死の翌年に苦行された作家の書簡集等11)を利用することはでき

たであろうが，肝心のサーヴィナあての書欝を見ることができなかった。これが初めて公

刊されたのは，サーヴィナの死後 1918年のことであった。すなわち， 作家トゥノレゲーネ

フの生前の知己である法律家，名誉アカデミー会員 A.争.コーニがサーヴィナに先立たれ

た三番目の夫 A.E.モルチャーノフの協力を得て作家のサーヴィナあて書簡 79通(電報

も含む)を 1918年に出版したのである∞。アメリカで研究を始めたヤノレモリンスキーは，

5)中山省三郎「ツノレゲエネフの生涯と作品J11露酉亜文学手帖.J]，生活社， 19430 江竜龍太郎『ツノレゲ
ーネフ研究Jj， (理想社， 1968)は作品研究が本体であるせいか，本文中には言及されていない。ま

た巻末に付された年譜には誤解に導きやすい記載が見られる。例えば f1880年2-7月ロシヤに婦

る。若い女擾サーヴイナ (1854-1915)と会う。」とあるが，前年の 3月，すでに再入の関には印象

的な出会いがあったはずである。またf1881年7月，女優サーヴイナは病んでスパースコエ村のツ
ノレゲ{ネフのもとにしばらく客となる。j とあるが， 少くとも身体上の病いでないことは確かであ

る。その飽のトゥルゲーネフに関する作品論の著作においてもサーヴイナについての言及は極めて

少ない。
6)サーヴイナに関する限り， 小椋公人 Fツノレゲーネフ，生涯と作品.J](法政大学出版， 1980)の叙述
は，佐藤氏のものに比較して極めて軽いものになっている。向上書， pp. 254， 256参照。
7) E. Garnett， Turgenev， a Study， London， 1917. 
8) E. Haumant， Ivan Tour guenief， la vie et l'auvre， Paris， 1906， pp. 99-100. そこには， I日
友グリゴローヴイチ，ラルスト γ，ポロシスキー家等々の名が挙げられている。

9) A. Yarmolinsky， Turgenev， the Man， His Art and His Age， N. Y.， 1959 (l-st ed. 1926). 
10) D. Magarshack， Turgenev， a Life， London， 1954， part 9: Bougival. 
11) llepsoe co6paflue nuce.M 11. C. Typzeflesa， 1840-1883 zz・-H3，11.aH関係国eCTBa，1I.JI匁

IIOC∞OÔH兄 Hy)涼K悶l瓦~a諮図E獄T悦MC克♂m沼:TepaTopaM H Y可eH民M(“瓦区貯TepaTyp卵沼oro(争tOH，1I.a"
12) r口11沼f詑CbMa目• C. Typr‘ eH王詑eBaK M. f. CaBH潤H王拘O詰， Typzefles u Casufla， C IIpe，1l.HCJIOBHeM H IIOえ
pe江・ IIO"lJeTHOrOaKaぇeMHKaA.φ. KOHH， IIPH OJIHiKaHmeM COTpy，1l.HH現 CTBeA. E. MOJIqaHOBa， 
neTpOrpa，1l.， 1918， CTp. 3-60. 
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トゥノレゲーネフの最後の愛

やがてこの資料を知り，その後彼自身，晩年のコーニと会ってもいる 13)。このようにして

以後この書簡資料は伝記に広く利用されることになる。

ところで，この書簡資料と関連のある抱の関係資料の不足は，サーヴィナに対する作家

の最後の愛についての伝記記述に不思議なほどの画一性をもたらしているG 肝心のサーヴ

ィナ自身のトゥノレゲーネフあての手紙さえ知られていないのである。このようにして作家

の最後の愛は，関連資料が極めて乏しいために，かえって想像を交えてさまざまな角度か

ら叙述されるようになる。しかしそこに記載される事実には限りがあり，前記の書簡資料

その他いくつかの原資料1心の範囲を出難いのであるO 本節の冒頭に掲げ、たそーロワの伝え

る花束の老婦人サーヴィナのエピソードにしても，その話の種は，実は，同時代人がサー

ヴィナから開いたところを伝えた，あるf云開資料中1めだけに見いだされるものなのである O

2 

トゥノレゲーネフの最後の愛に関する伝記研究ないしその/奴述の竪史的経過がほぼ以上の

ま口きものであるとするならば， (a)従来のいくつかの伝記に見られる共通事項， (b)それら

と1918年資料(コーニ編〉との関係， (c)その後のアカデミー版全集1のにおける関係資料

の袈完・増請のもつ意味，ゆさらに最近公刊の F未刊行書簡.J17)による補完説明，これら

4段階を顕次踏んでいくのがごく自然な方法であろう O

ところで能方， トクノレゲーネフとサーヴィナとの関係は，事実上，大きく三つの時期に

分けることができるO すなわち， 1， 1879年 3月におけるfJlj人の最初の出会い，この時期

詰まだ恋愛以前，あるいは少くとも完全な恋愛感情の表現にまでは至らなかった時期で、あ

るoII，翌 1880年作家の比較的長い帰国の間 (1月末から 6月末まで)において，少くと

もトクノレゲーネフ側の恋愛惑請の表現が昌立ち， ムツェンスク=オヲョーノレ掲のメロドラ

マ的な同伴「小旅行j によって彼の感情ーが定着する時期。 III，翌 1881年 7月におけるサ

ーヴィナのスバースコエ器在を頂天とする両人の関係の本格的ドラマイヒの時期及びその

13)ソ連における伝記研究は， 1918年の書簡資料公務以後においても，グレマンを初め，最近のベトロ
フ (1968)，ナウーモヴァく1976)に至るまで， トゥノレゲーネフ=サーヴイナ関孫のクロノロジカ
ノレな経退について誌詳細に知りながらも概してこのテーマに関心が薄いように思われる。その理由

に関しては今後の開題としたい。 M.K. KJIeMaH， Hoafl CepZeeoU'l 竺ypzefleo，O'leplC :J/CU3flU 
U moop切 cmoa，江， 1936; C. M. DeTpoB， H. C. Typufleo， :J/CU3flb U moop切 cmoo，H3).{. 2-e， 

).{orrOJIHeHHOe， M.， 1968; H. H. HayMoBa， Hoafl CepzeeBlω Typzefleo， EuozpaftuJl nucame.!lJl， 

H3).{. 2-e， rrepe予a60TaHHoe，Jl.， 1976. しかし， M. K. KJIeMaH， Jlemonucb :J/CU3flU U moop切・
cmoa H. C. Ty pzefleBa， M.-瓦.， Academia， 1934にはかなり詳しい年代的考証がなされている。
ちなみにオリョーノレ生まれのパリ在佳ロシア人亡命存家 o.ザイツェフの fトゥルゲーネフの生涯J
に泣興味深いことにサーヴ 4ナとの関係、が主題的に取り上げられている oO. 3a加eB，}f(U3flb Typ-
Ufleoa，口apIDK，1932. 
14) M. r. CaBl1Ha， Moe 3HaKOMCTBO C TypreHeBhIM， TypzefleB U CaBufla， CTp. 63-70. 
15) B. PhIIlIKOB， CaB百HaHa TypreHeBcKo益BhICTaBKe， COTpl:五BKHBocrrOMHHam霊長 M. r. CaBHHo員
06 11. C. TypreHeBe)， Typzefle8 U Ca8ufla， CTp. 81-82. 

16) 11. C. TypreHeB， flO.!lflOe co6paflue CO'lUfleflUU U nuceM B 28 mOMax， Jl.， HayKa， 1960-
1968. 

17)工Tourguenev，Nouvelle corresρondance inedite， t. 1， ed. A. Zviguilsky， Paris， 1971.; I. 

Tourguenev， Leltres inedites a Pauline Viardot et a sa famille， ed. H. Granjard et A. 

Zviguilsky， Paris， 1972. 
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出 かず子

後。これら三つである。従ってこれら三つの時期の各々について前述の方法を照次適用し

てゆかなければならないであろう。

しかしその前に，そもそもサーヴィナとの出会いがトゥルゲーネフにとって一体どのよ

うな時期のものであったかについて，まず簡単に触れておこう。その出会いは，前年1878

年の秋にあの『散文詩』のなかの nO.n. B.をしのんでJを執筆してからわずか半年後

のことであった。罵知のようにこの散文詩篇は， r廃虚と化したブルガリアのー寒村。急
ごしらえの野戦病震に変った納屋の軒下に，--Jに始まり， rほほえみは，ときとして涙
よりもにがしづの名句を含み， rねがわくは， 優しき御魂よ， あえて御身の墓に捧げなす
遅ればせのこの花を，深くとがめたもうな。J18)の願いで結ばれているものである。そこに

は， 1877年露土戦争の誘発によっていまひとたびの逢瀬を永遠に失った敬度な男爵夫人ヴ

レフスカヤに対する作家の誠実な愛の弱々たる思い出が秘められている。愛するその夫人

は志願看護婦として従軍し， 1878年 1月24日チフスのため異障の戦場で、病死した。そし

てその約半年後の 9月に作家は上記のー篇を執筆したのだった。 no.n. B.Jとは，いう
までもなくヴレフスカヤ夫人のことである。このヴレフスカヤ夫人が移道女の敬度さを体

現した知的女性で、あったとするならば，彼女の死の約1年後に作家が出会うことになる女

擾サーヴィナは，それとは対照的にボへミヤンの多皆を十分にもち合わせた感性的な女性

であった。

3 

まず普通行なわれている叙述の共通事項を三つの時期に分けてまとめておこう o

1 (a) 二人の関係は， 1879年初めサーヴィナがベテノレプノレクのアレクサンドリンスキ

ー劇場で凶めの自分の祝議興行のためにトゥルゲーネフの『村のひと月』を取り上げ自らは

養女ヴェーロチカの役を演じようと思い立ち脚本の切りつめの許しを得るために， 1月 10

5パ Pのトクノレゲーネフに電報でそのことを問い合わせ，これに対して直ちに作家が同意

の返電をしたところから始まる。上演は作家の危慎に反して大成功を収めた。 2月8日飽

の所用が主で帰国したトゥノレゲーネフは，親友トポロフの仲介でサーヴィナをホテノレに招

き，初めて会うことになる。 61歳に近い作家は， 25議の若い女優を「祖父のように」援

く迎え， かつ彼女の黒い大きな撞に印象つけられた。翌3月 1513トゥルゲーネフは劇場

に招かれて彼女の演技を見る。お忍びのつもりが観客に気づかれ，嵐のような拍手喝采を

浴びてしまう O 翌 1613，作家は女擾サーヴィナを訪ね，文学基金助成の集りで復女と二

人で「田舎女」の一場面を朗読し， ここでも拍手喝采を浴びる。 しかし作家は同月 21日

には再びパザへ向かつて出発している 1930

この最初の出会いの時期におけるトクノレゲーネフに関して，マガノレシャツクは「まるで

18) TypreHeB， Co弘 XIII，crp. 167，ツノレゲーネフ， il散文詩』神西・池缶訳〔岩波文庫)， pp. 91-92. 
182) プリチエヅトは「モスクワでj としているが，これは間違いである。 V.S. Pritchett， The Gentle 
Barbarian， London， 1977， p. 233. 
19) Cf. Magarshack， 0ム ci人 p.290; Yarmolinsky，ゆ• cit.， p. 375;モ一戸川上掲書 p.149-51; 
佐藤溝郎，本文中上揚書， p. 230-231. ザイツェフにはこの時期についての記述は全くない。
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トゥノレゲーネブの最後の愛

生まれ変ったかのようになってバワに帰ったJ.lLJ)と記し，ヤノレそりンスキーは同年10月27

日付の作家の手紙から「半ば父親のような，半ばそれ以外のやさしい惑情Jということば

をヲ1¥，、て「彼女の演技に対する伎の熱rt1……は，もう一つの感清と入り交じったj と述ベ
ている21)。

II (a) 1880年 1月末ベテノレブノレクに帰国したトゥノレゲーネフは 4月中旬まで同地に

とどまり，約2遺関のモスクワ滞在ののち 5月をスノミースコエに過ごした。冬のベテル

ブノレク滞在中には，痛誌に悩まされながらも作家はサーヴィナと彼の部屋あるいは劇場で

訴り繁く会い， 3月30Bのサーヴィナの誕生日には 1M.C.トクノレゲーネフより M.r.サ
ーヴィナへ」と刻ませた純金のプレスレットまで贈っている O 伝記が共通にひく愛の告白

の手紙 (4月24El付モスクワから)には， I私の生涯において， あなたは私がも誌や決し

て別れられない， 何かそのような人になった」とあり， 更にその3日後の手紙には， I始

終あなたのことを考えています……あなたを愛しています」と書かれている O 地方サーヴ

ィナは，マガノレシャヅクによれば「彼女ょうもはるかに年上の俳優であった最初の夫とす

でに離婚し，ある富諮な騎兵致将校と婚約し，同時に美男のー将軍とも恋仲であったが，

高齢?こして有名な作家トゥノレゲーネフの鍾愛にも少なからず喜ばされたもののように想像

されるJ22)。

その夏サーヴィナにはオデッサへの巡業の旅程があった。その途次， 5月 16日，トゥノレ

ゲーネフは車中のサーヴィナをスパースコエに近いムツェンスクl駅に出迎え23) オリョー

ノレ駅までの 50キロ近くを彼女に伴って 1時間余り同乗するというメロドラマティックな

事件が起きる O その車中，鼓女のコンパートメントの中で白髪，白髭の老作家は年がし、も

なく 120歳の青年のようにj なり，飽方しかしそれが「ランプの焔の最後のゆらめき」で

あることを悲しくも痛感した。オリョーんで子こだひとつ下車し，そこから琳しくスパース

コエに戻ったトゥルゲーネフは，その後の数民の間に数通の長い手紙を彼女に書き送って

いる O それらは，ムツェンスク=オリョーノレ開局伴の f小旅行Jの熱い思い出と， オリョ

ール駅で、車橋から彼女を危く連れ去らんばかりであったその包まれた心信を切々と吐露し

たもりであった。それら数通のうち，最もよく知られているものに， Iし、ま 12時半で‘す。

-1時詫半前にここに戻ってきました……」に始まる 5月 17呂付の手紙と， Iこのよう

な手紙は， これが最後です」で結ばれている 5月訪日付の手紙がある弘元後者の書需中

の「何か秘密のすばらしいものがその後ろに見えるような気がする，半ば開きかけたあの

扉は永遠に閉じてしまったJ~5) という表現は極めて印象的であるO

20) Magarshack， op. cit.， p. 290; Pritchett， op. cit.， p. 235. 
21) Yarmolinsky， 0ρ. cit.， p.375. またモーロワは， Iそれは設を若がえらせ，設に再び元気を与えて
いたj と記している。モーロワ，上掲書， p. 151. なお，佐藤清郎，上掲書には「恋愛とも友情と

もつかぬ爵採」とある。 p.231. 

22)乱1agarshack，op. cit.， p. 293. 
23)マガルシャ、yグはこの時間を午後 10持としている。

24)5月 17日付手紙については，モーロ川上掲書， pp. 152-153， 5月19B付手紙については， 3a註ueB，
yl(a3. I(fl.， CTp. 240-241， Magarshack，。ρ.cit.， pp. 294-295， Yarmolinsky， op. cit.， p. 376，佐
藤清部，上掲書， p. 233 I'こ本体部分のかなり詳しい紹介がある。

25) TypreHeB， flucb.ltta XII/2， CTp. 261. Cf. Yarmolinsky， ojう.cit.， p. 376. 
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出 かず子

地方オリョーノレで、作家を後にしたサーヴィナについてず、イツェフ誌， r恐らく彼女は，
ムツヱンスク E オリョーノレ間の 1時間半気晴らしをし，彼をもてあそんだのかもしれない。

彼女自身の心は別のこと，すなわち彼女の未来の夫ニキータ・フセボロシスキーのことで

いっぱいだったJ26)と述べている。 しかしE範囲内の不和からサーヴィナはオデッサを立ち

去りたい，さもなければ海に飛び込みたいというようなことを言っている事実をトポロフ

を介して知ったトゥルゲーネフは，さっそく「あのすばらしい手をあなたは魚の簡にやっ

てしまうおつもりですか」となじり，かつ拭女優として生きるよう励ましているmo

ところで，サーヴィナの予告にもかかわらずトゥルゲーネフが信じていなかった彼女の

パリ訪問が，同 1880年7，8月に実現する。しかしその時サーヴィナは未来の夫フセボロ

シスキーと一緒であり， トゥノレゲーネフとの再会は抱人行儀のものに終り，やがて作家は

ー友人に「私にとって設女誌もはや存在することを止めたj と書き送っている200

III (a) 翌 1881年はサーヴィナのスパースコエ滞在によって再入の関係が再換したば

かりでなく， 本格的にドラマ化した年で、ある。 この年の 4}j29日ベテノレブノレク到着で4靖

国したトゥノレゲーネフ江， 5月 25日から約1週間モスクワに帯在し，ポロンスキー家の家

族29)と共に同月 31日スパースコエへ発ち，以後8月 21i3までスパースコエに帯在した。

これが作家の最後の嬬国，最後の故郷滞在となった。パリ出発以前サーヴィナから「寵康

についての悪い知らせJを受け取っていたトヮノレゲーネフは，彼女に夏のスノミースコエ滞

在を勧め (3月1.3日付手紙にそれに対して彼女は帯在することを約束している8030 モ

スクワから一緒に発つことはできなかったが，スノミースコエに先発したトゥルゲーネフは

彼女を迎えるべく，のちに「サーヴィナの間」と呼びならわされることになる彼女のため

の特別の部屋をはじめとして， 万端の用意、を整えたsoo サーヴィナのスパースコエ滞在

は 7月 14日から 18日までの 4泊5日紛，いよいよ実現することとなった。それは，生

涯の愛人ポーリーヌ・ヴィアノレドーさえ行なったことのなかった作家の最愛の土地での滞

在であった。

サーヴィナ滞在中の彼ほど陽気なトゥノレゲーネフを見たことはない，とポロンスキーは

26) 3aaueB， y1Ca3. 1Cfl.， crp. 241. 
27) 1880年 5月27，28 El付サーヴイナあて手紙。註護法皇~，上掲書， p.238参照。
28)ここにー友人とはトポロフである。 Typr‘eHeB，flUCb.Ma XII/2， crp. 297. Cf. Yarmolinsky， 0ρ. 
cit.， p. 376; 3a訪日eB，y1Ca3・1Cfl.crp. 241-242. 
29)小さな子供連れの滞在で，滞在中にはきのこ狩りをした，とマガノレシヤヅクは書いている。
Cf. Magarshack，。ρ.cit.， p. 299. 
30) 1881年3月25El付サーヴィナあて手紙参照。
31) 1881年 6月14日付サーヴイナあて手紙参照。 M.シチェプキン誌その回想、の中で次のように述べて
いる。「マリヤ・ガヴリーロヴナ・サーヴイナがスーパースコエのトゥルゲーネフの所に客をこなり

に行くことをトゥルゲーネフに知らせた持，イヴアン・セノレゲーェヴ 4チは晃違える程になった。
. [fベテノレプ/レグから自分の所にやってくる有名な女擾マリヤ・ガヴリーロヴナ・サーヴィナを
待っています。彼女はその才能の点でラヅシェルとのみ比較することができます。ラヅシェノレ以後

その演技によって俵女ほど強烈な印象を和こ与えた者はいない』と言ったム乃l'zefle88 3anUCHX 
C08 pe.Me flflU1C08，瓦.， 1929， crp. 369-370. 

32)ヤルモリンスキーはサーヴィナのスパースコエ滞在を 7日間としている。 Yarmolinsky.，o.ム cit.
p.376. 
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トゥノレゲーネフの最後の愛

伝えている路、気設も彼女の訪れと共に好天が続いた。 16S正餐の時には，夏の雷雨が見

舞ったと伝えられている。複郁たる夕方の庭のパノレコニーで，作家は若き女援の生い立ち

と舞金生活の「告白」を開き，また作家自ら書き終えたばかりの「勝ち誇れる愛の歌jを

客人たちに朗読して関かせたりした。更に一夜サーヴィナだけを書斉に招き入れて討掛椅

子にさをらせ「今まで誰にも読んで関かせなかったJ，そして「焼き捨てるつもり」だと作

家が語ったという「散文詩j のー篇をしみじみと読んで、開かせた。それは生涯の愛人ヴィ

アルドーにあてたもので， r私の詑をみな摘み取った御身， だのに御身は私の墓を訪れも
すまL、」という空しい一旬が彼女の記震に残った。またある深夜，朝まだきに「夜の戸j

を開かないか，と L、う主人の誘いで散策に出，作家が鳴き声でfnJ鳥かを開き分けて皆を驚

かせたこともあった。日中は特別の設婦のしつらえられた，後日「サーヴィナの池」と呼

ばれた定内の在住でサーヴィナは毎日水泳を楽しんだという 3430 サーヴィナ滞在中トクノレゲ

ーネフにとって最も感激的な幸福な思い出は， 17日のポロンスキー夫妻結婚記念巨を祝う

ためにノミノレコニーで‘行なわれた正餐の時，シャンパンの後でサーヴィナから与えられた

「焼きつくすような，燃える接吻Jの印象であった。その日作家は村の農奴の男女約70人

を招いて祭りを催し，女擾も作家も踊りに巻き込まれた3;')。

18 Sスパースコエを去ったのち 7月29日付ベノレミ県シヴァのフセポロシスキーの領

地からの手紙で，サーヴィナは婚約した言の報せを作家に書き送った。実際に結婚したの

は一年も後の 1882年 7月4Sのことであった紛。

1881年 8月28Sに故国を離れたトクノレゲーネフは， もはや再びロシアの土を掻むこと

はなかった。 しかし， 二人の文通は 1883年作家の死に王るまで途絶えることはなく 87)

また舞台の上のサーヴィナを見る機会i主失われたが，パリでの最後の逢瀬の機会はあった

(1882年 4月1日から 3日まで毎昆〉。そればかりでなし、。病苦に悩まされながらも作家は

スパースコユでのサーヴィナとの再会の夢に最後まですがりついている。この度のサーヴ

ィナのパリ捧在中， トゥノレゲーネフは病気の設女に知己の医者を紹介し，またサーヴィナ

は作家の住居を訪れてポーリーヌ・ヴィアノレドーとも会っている800 サーヴィナの最後の

見舞いの直後， トクノレゲーネフはやがて 1年半後彼を死に導いた脊柱骨髄炎の徴挨と思わ

33) Cf. Yarmolinsky， 0)う.cit.， p. 376. 
34)その夏は大変暑い夏で，池のそばに特別のあずまやを建てて水泳した， とマガノレシャツクは記して
L 、る。 Cf.Magarshack，。ρ.cit.， p. 299. 

35) Cf. Yarmolinsky，。ρ.cit.， pp. 376-377; Magarshack，。ρ.cit叶 pp.299-301; 3a誌はeB，y1Ca3・1CH.，
CTp. 242-244;モーロワ，上掲書， pp. 153-154;佐藤清郎，上掲書， pp. 238-239. それぞれによ
って取り上げる事項の選択はさまざまであるO

36) CM. TypreHeB， flUCb.Ma， XIII/1， CTp. 562. 
37)かずかずの手紙のうち，よく引用されるものに 1881年 10月訪日付の次の手紙があるo r次のよう
な国を思い描いてごらんなさL、。 10月のヴェネツィヤ，あるいはローマです。旅行差を着た二人の

外国人が道を歩いて行きます。あるいはゴンドラに乗っています。一人は背が高く，ぶかっこうで

白髪の足の長い男ですが非?むこ満足しています。もう一人はすばらしい黒患に需じく黒髪のスマー

トな婦人ですが…・ぃ彼女も満足していると仮定しましょう c 絞らは画廃ぞ教会などを訪れ，晩餐を

共にし，夜には二人で劇場に行きます。そしてそこで・・・・・・そこで私の空想、はうやうやしく止まりま
す。……それは何かを隠さなければならないからでしょうか……あるいはかくすべきものは何もな

L 、からでしょうか?Jo Cf. Magarshack， op. cit.， p. 305; Yarmolinsky， 0ρ. cit.， p. 377. モーロ
ワ，上掲書， p.l54. 

38)佐藤清郎，上掲書， p.240参照。
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出 かず子

れる狭心症tこ見舞われた。同年8月シヴァのサーヴィナからの手紙に接した時，作家にと

ってそれは「濁った小)11fこ浮くばらの花びら」のようなものとしか言いようがなく，もは

やばら邑の未来ではなしに自分の結構を見るだけの，あの『貴族の巣』の中の年老いたレ

ンムに自らをたとえているS的。しかし 1883年2月 10日付サーヴィナあての最後の手紙も

また依然、として「私は自分の愛着を変えることはありません。一一最後まであなたに対し

て同じ感憶をもち続けるでしょうJと結ぼれている40)。

4 

1 (b) 1879年の出会いに関する 1918年資料は，サーヴィナ自身の自筆覚え書き41)ベ

リャーエフの伝開資料「村のひと月， M.r.サーヴィナの回恕からJ42)及び同年のトクノレゲ
ーネフのサーヴィナあて書簡43)の三つ，これらが主なものである。その中でも，第1の自

筆覚え書き rH.C.トゥノレゲーネブとの出会いJは文字通り 79年の出会いに関する詳細な

記録以外の何ものでもなし、。一般にサーヴィナのトクノレゲーネフあて書簡が失われている

現状では，サーヴィナ側の註言として極めて大きな個値をもつものであり，蔀述 1(a)の

叙述事項もすべてこれに含まれているO 従って，直接この資料に立戻って補足するならば，

ほぼ以下の通りである。

まず，サーヴィナにとってのトゥノレゲーネフな， rたえず外国に住んでいるので，わが演
離界の現状を全く知らず， 若い時のオストロフスキーの記穏しかなくfG， アレクサンド
リンスキー劇場の一座についても，かつてヴィアノレド一夫人のレッスンを受けたアパリノ

ーヴァ(11'村のひと月』でナタリアを演じた〉以外には自分を含めて何も知らないー老作

家であった紛。従って， 二人の交際は， u村のひと月』の原作者として脇役のヴェーロチ
カを自ら書きながらもそれをどう演じてよし、か分からないトゥルゲーネフと，そこにこそ

女震としての演技のやち甲斐を感じていた紛サーヴィナとの出会し、から始まるo トゥノレゲ

}ネフのベテルプルク到着の数E後，作家の代理で A.B.トポロフがやって来て，ヨーロ

ッパ・ホテノレ滞在のトゥノレゲーネフがサーヴィナの来訪を望んでいる旨告げた時，彼女は

「そんなことはあり得なLゴと当惑しながらも翌日の訪問を約束し， 翌日も詩蕗と不安の

うちに作家を訪ねている。実際に会って初めて温かし、親しみやすさから作家「トゥノレゲー

39) 1882年6月7自付サーヴイナあて手紙。 Cf.Yarmolinsky， o.ρ. cit.， p. 378;モーロワ，上掲書，
pp. 169-170参照。
40) Cf. Yarmolinsky， op. cit.， p. 378. 
41) M. r. CaBHHa， Moe 3HaKOMCTBO C TypreHeBblM， TypzeHeo U Caoulω， CTp. 63-70. (以下引
用は著者名とベージ数のみ記す〉。

42) 10.瓦.5eJUleB， Mec民1.B .ne予eBHe，(討3BO偲 OMHHaHH色町Lr. CaBHHO詰)， TypuHeo U CaoUHa， 
cτ'p. 73-77. (以下引用は著者名とベージ数のみ記す〉。
43)口HCbMa11. C. Typr‘eHeBa K M. r. CaBHHo詮(1879-1883rrよ TypUHe8 U CaouHa， CTp. 
3-60. (以下この書簡集から引用する場合は T.U C.と略記する)。

44) CaBHHa， 69. 
45) CaBHHa. 64. 
46)最初の出会いの日にサーヴ 4ナは， rボリシシツォーフ C!i村のひと月』に登場する鱗村の地主〕の
役でのグアノレラーモフがし、かに偉大であるか」をトゥノレゲーネフに示L，演技によってヴェーロチ

カを「髭造jした喜びを語ってLι。CM.CaBHHa， 64. 
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トヮノレゲーネプの最後の愛

ネフJの前にいる畏怖の念を忘れて 15分程話し込み， 大きな興奮のうちにヴェーロチカ

設の自分を見てくれるよう招待してしまった。トゥノレゲーネフにとっての初印象のサーヴ

ィナは「才女jだったらしいが，それに対して， 日頃「可愛い女j としか言われつけてい

なかったサーヴィナは猿猿気味である4730

うかつに招待註したものの劇場はすでに満席で サーヴィナは帝国劇場ディレクター，

キスチェル男爵に亘訴するという異常な手段に訴えてやっと上演間際にディレグター・ボ

ックスの切符を作家に贈ることができた的。サーヴィナは「心臓の止まる思いで夜を待ち

・…おごそかに演じたJ49)。ナターリアの役をこなしきれなかったアパリノーヴァに対し

て 17哉のヴェーロチカに成り切ったサーヴィナの演技は，原作者の描写をはるかに越える

ものがあり，作家を驚かせた。

翌日トポロフの前触れでサーヴィナは「絢をときめかせて」トゥノレゲーネフの来訪を待

ちうけた。しかしやって来たトゥルゲーネフは，ただ「好奇心j をもって彼女に接するだ

けで， ロシアの女擾サーヴィナを有名なフランスの女擾デクレの無邪気な猿まねとだけ見

ているような患があった50)0 I民族惑清Aを刺激されたJサーヴィナは， 持前の激靖性をも

って「彼の西歌主義に反対し， ロシア芸指擁護のそノローグを喋りまくってしまった」。

安楽椅子の普にもたれて坐っていたトゥルゲーネフは力なく両手を拡げるゼ、スチュアをし

ただけだった51)。

同日の晩催された文学基金勃成のための夜会はトゥノレゲーネフの婦国の機会を利用し

て，彼とドストエフスキーとの参加のもとに特に興味あるプログラムが組まれ，サーヴィ

ナも朗読のために招かれていた。顔読に「田舎女j を選んだのはサーヴィナで， トポロフ

の示唆によるものであった。トゥルゲーネフは初めからサーヴィナとの共演におじけづ

き，舞台に上るやすぐにあがってしまい 呆完全と立ちつくしてサーヴィナをはらはらさせ

た5230 終って楽星に帰った時サーヴィナに語ったというドストエフスキーの次の評言が伝

えられている。「あなたの一語一語はとぎすまされていますね。まるで象牙細工のように。

がお年寄りの方は何やらシューシュ一言っていましたねJ53)0 そのドストエフスキー自身

の方はといえば， トゥノレゲーネフへのあてつけのために，ひいきの婦人54)の娘から大きな

パラの花束をもたされて F滑稽で怠ったJ55)0 

47) CM. CaBsHa， 64. 
48) CM. CaBsHa， 65. 
49) CaBsHa， 65. 
50) CM. CaBsHa， 66. 
51) CM. CaBsHa， 66-67. 呂頃からヴイアノレド一夫人を訣く思わず何とかしてトワルゲーネプを母国ロ
シアに引き戻そうとしていた同席者トポロフは，サーヴイナのロシア芸概擁護に内心強く共感した。

ちなみに， r;fすのひと月Jの著作権はトポロフ夫人に贈られており， サーヴイナによる毎年の上演
の印説は，夫妻の養女「トワノレゲーネフのヲューパj ことイヴァーノヴァの養曹に役立った (CM.

CaBsHa， 67.)。
52) CM. CaBsHa， 68. 
53) CaBsHa， 69. 
54) AHHa f1aBJIOBHaφsJIOCO中OBaのことで，この婦人は当時トゥルゲーネフと仲違いしていた CM.
，ll.B.φsJIOCO中oB，3an03ぇaJIbI註 BeHOK.(OTpbIBKs BocnOMsHaHs註M.r. CaBsHo詰 06TypI‘e-
HeBe)， Typuue8 U Ca8uua， CTp. 80. 
55)別の慈善コンサートの需のドストエフスキーのすばらしい朗読についてサーヴィナは「このもろく
て車弱立身体のどこからこのような或力，晋の力が出てくるのかJ人々の心をことばで燃やせ』一一
いまでも関こえてくるよラだj と語っている。 CaBsHa，69. 
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出 かず子

ところで，ベリャーエフの缶関証拠によれば IJ村のひと月J の上演は何か「文学的な

もの」を取今上げたいというサーヴィナの発案によるもので，乗り気でない劇団員tこ対す

る説得によって 1月 17Sベテルプノレクでは初めての上演にこぎつけたものであった紛。

それだけにトゥルゲーネフのこの裁由の上演は，その後 10年間被女と切り離しがたいも

のになり. 1903年 8足26日オリョーノレで、開催されたトゥルゲーネフ記念・文学・音楽の

夕べに参加した時にも彼女が朗読に取り上げたのだった。その時後女は「回想、立誌とばし

り出てこの 20年聞は無かったかのようだJと語っている5730

1879年 10月 27Sサーヴィナあての作家の手紙で，彼女から送付扶頼のあった援の写真

を急いで彼女あてに送る言伝えているが，ノレイシコフの伝聞資料によれば， 1909年のトゥ

ノレゲーネフ博覧会の関擢に際してサーヴィナは「これは私の誇りです」と称して二枚の写

真を示したという 5830

1879年 3月 21Bパリに向けてベテノレプノレグを出立後同年 10月 27日までの関， トゥノレ

ゲーネフのサーヴィナあての手紙は残されていなし、。トホ。ロフを介してサーヴィナが自分

の写真を欲しがっていることを開いて喜んで書いた手紙の中に初めて F半ば父親のよう

な， 半ばそれ以外のやさしい惑需J5ぬということばが見いだされる。そしてまたもや翌年

2月まで手紙は途絶えてしまう O パリ出立後二人の間に「規鄭正しい文通が始まった」と

いうサーヴィナの回想、は，時期に関する記壊の間違いであろう刷、

以上のように克てくると. 1879年二人の出会いの年に関する振り二人の関には友晴，尊

敬，惑嘆以上の感1雪があったと判断できる証拠は何一つなし、制30 マガノレシャツグのいうよ
うに「生まれ変ったかのようになってパリに掃った」の江，サーヴィナとのことによるよ

りも，むしろ帰里中ロシアの学者，知識人，学生，婦人たちから予期せぬ熱烈な大歓迎を

受けたことによるものであろう O

II(局 次に 1880年の作家帰国中の交際に関しては.rふたりの間十こエロースの神の働
きがあったことは否定しようもあるまいJ60と想橡されるにもかかわらず， 1918年の関岳

京資料は作家の{曜からの書簡だけであって，不思議なことにサーヴィナ自身の残した記録，

援女からの伝関記録中には何一つ見当たらなし、。彼女は自筆覚え書きの予定項目の一つに

rp.A.ポチェーヒナ同伴オデッサ行き途中オリョーノレ通過」の一件を挙げているが62) こ

56) CM. BeJI兄eB，75.
57) BeJISIeB， 75. スパースコエでトゥノレゲーネフはサーヴィナに，作中ナターリアのモデルとなった
一女性のポートレートを見せ， rラキーチン， それは私です。私はいつもき分のロマン'の中で岳分
を成功しない恋人役として描いていますJと語ったと Lイ。 CM.BeJI兄eB，77.

58) PbIIIIKOB， 81. 
59) 1879年 10克 27B付手紙。 T.u C.， 4. 本稿 p.21参照。
60)サーグイナは能所でも例えば 1879年の文学基金助成の集りの共同朗読を 1880年としている。 CM.
fIpOI下aMManpoぇOJIJKeHJ怨“BocnOMHHaHH長"M. r. CaBHHo負06狂.C. TypreHeBe， TypzeHe8 
U Ca8uHa， crp. 71. ヤルモリンスキーも 1879年 11月から翌年の帰冨までの需にサーヴイナあて
の愛雷の手紙が多数残されていると書いている。 Cf.Yarmolinsky， op. cit.， 375. 

602) グランジャールは，この時期に限らず全時期を通じて，サーヴイナは老作家の愛の告告にひそかな
喜びを感、じながらもまとめに悩むことはなかったといっている。 H.Granjard， Ivan Tourguenev 
et les courants ρolitiques et sociaux de son temps， Paris， 1966， p. 453. 
61)佐藤溝邸，上掲書， p.233. 
62) T. U C.， 71. 
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トゥノレゲーネフの最後の愛

れは書かれずじまいになった。それ故， 1880年はサーヴィナ側の事情が最も謎に包まれて

いる時期である。

前記立与)の叙述も殆どすべて 1918年公刊のトゥノレゲーネフの書簡集によるものであ

る。同書簡集によって補足を試みるならば次の通りであるO

同年1月28日ベテノレプルクに到着したトゥルゲーネフは， 2 Jj 1日付の手紙63)で r1時

間前に着きました。お会いできれば大変嬉しし、」とさっそく書き送り，だが足の痛風の発

作に悩まされているいらだちを伝えている。以後2月 15日までに少くとも 7通の手紙が

残されている。口、つ来て下さるのか知らせてほしし、J， r次のデートまで忘れないで下さ
いJ，r明日お会いできれば嬉しし、J，r今度のあなたの役をぜひ見たしゴ。痛風で外出もむ
ずかしいのに劇場の切符を頼んだりしている。このようなやるせなさのなかで前述のプレ

スレットが贈られたのだった。 7通のなかには第三者には事の仔結がわかりかねる手紙も

ある6430

4月中匂モスクワヘ発ったトゥノレゲーネフは， 他人の手前，駅での見送りを自分から断

ったのにそλ クワに着くやもうベテルブノレクの最大の思い出として「あなた」を挙げ，オ

デッサへの巡業の途中「私の村， それはムツェンスクから 10露呈ですが， そこへ1日お

招きしたL、」旨，あるいは少くともムツヱンスクからオリョーノレまでの関「お送ちJした

い旨，書き送り，クールスク鉄道のモスクワ発の汽車の時刻表まで克明に記している6530

同じEHこ二度も手紙を書く程の夢見ょうであった。 5月スパースコエに移ってからも同地

の「死量りj の模擦を伝え「一台か二台の四輪馬車でj 自宅に伴うことを夢見ているo し

かし5月5日付の手紙には「あなたの筆跡を長いこと見ていなしゴ旨が記され，サーヴィ

ナ{揺がどのような状態にいたかをわずかながら推察させる紛。ともかくこのようにして同

月 16日のムツェンスク=オリョーノレ間の同伴円、旅行Jが実現したのであった。巡業のた

めサーヴィナがオデッサに行ったのち， 同月 22呂皇后マリヤ・アレクサンドロヴナの死

去の知らせを知るやトゥルゲーネフは，さっそく 24日に上演の一時中止もあり得ること

と考え繰り返しスパースコエへの招待む電報をオデッサあてに打っている8730

その後未来の夫を伴ったサーヴィナとのノ之りでの再会と別離に関しては， 1880年 11月

1日付の手紙が作家の心境をよく表わしているo rパリでの私達の最後のデートの別れに，
あなたが私の手をにぎってくれたとはいえ，私は非常によく分かったのです。これが一ー

もしちょっとした仲違いでないとしても別離だということを。一一……あなたは私に手紙

を下さるとお約束なさいました。しかしもちろん，こんなことばを口になさってもあなた

63) T. u c.， 4. Tourguenev， Nouvelle corresj切符danceinedite， t. 1， pp. 229-230， n. 8参照。
ここではこの手抵を 1881年 5月1日付のものと推定している。

64) r愛するマリヤ・ガヴリーロヴナ，医者が訟に明晩の外出を許してくれたことをあなたにお知らせ
することが必要と悪人、ます。それで最近私どもの簡でいろいろな外交的な FていおL、さやあいまい
さJが出ていますので一一一立はあなたに友達と Lて別れを告げたいのです。一ーで，あなたは今晩
立の所にお茶にお寄りになりませんか? 私たちはもとの通りに，仲よく話し合えるでしょう。一

一一そしてそこで今度の冬まで，あるいは来年までお別れすることになるでしょう。返事の一行で

も下さいJ(1880年 4月16日付)0T. u c.， 8. 
65) 1880年4月24日付， 5月5B村， 5月12日付手抵参照。 T.u c.， 9-10， 12， 13. 
66) 1880年 5月12日付手抵参照。 T.u C.， 13. 
67) T. u C.， 16. 
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出 かず子

ご自身そのことを本気でそう考えてはいらっしゃらなし、。………ご近況を，あなたのご健

棄をーーまもなくご結婚なさるのかどうかを一一怠にお知らせ下さいませんか? これは

皆私にとって非常に関心があります。………ベテノレブ、ノレクにはおそらく今年の末に参りま

す。一ーしかし私達はお会いしたものかどうか一一さもなくば劇場で拝顔したものかどう

か一一これが問題で、すね? いずれにしても私達は以前のようにではなくお会いすること

になるでしょう j68)O それにもかかわらず， サーヴィナが作家の次の帰国の予定を問い合

わせるなど，彼女側からも時に手紙を出していることが，作家の手紙から知られるのであ

るS930

以上のように見てくるとき， 1880年のサーヴィナのノζ リ滞在後「私にとって彼女はもは

や存在することを止めた」としたトゥノレゲーネフの心境がそれ程決定的なものではなく，

サーヴィナの再婚を近い将-来に予想して，別の形の， しかし引き続く愛着の念をもち続け

ていたことには変りなかったことが分かる。他方サーヴィナ側も，作家との交努を，ザイ

ツェフのいうような単なる一時的な「気靖らしj70)とは考えていなかったことが分かる。

III (b) サーヴィナわスパースコエ穣在の年，すなわち「スノζースコエ 81年jfこ関して

サーヴィナ喜身が思い出として列挙している事項は次のような項目である。すなわち「オ

リョールでの出会い， ムツェンスクへの行程， 菩提樹，ザ、ハーんとゼ/レテノレ水， 池. [J夜

の声j)，ポロンスキー夫妻結婚記念自のミサ，村の祭，イワン・セノレゲーエヴィチのスピー

チ，森への散歩， 患子のことを泣く欝人についての物語， 肖像， [J眠り橋子j)，告白j71)O

これらのうち， i夜の声j，i告自Jについての概略は前記 III(a)で見た通りである。それ

らの基づく 1918年資料は， ベリャーエフ， ブィロソーホフの伝開資料及びパジレフスキ

ーあてのサーヴィナの手紙の中に見いだされる7230

これらのうちサーヴィナ自身の書いたノミジレフスキーあての手紙は，彼女のスパースコ

エ滞在の患い出を記した唯一のものである。「昨今私はなぜかスパースコエのイヴァン・

セノレゲーエヴィチの所での私の滞在のちょっとした詳細を思い出します。太陽，援かさに

ついてあなたの手紙で読んだ時，私は更にはっきりとすべてが念頭に浮かびました。あそ

こは，驚嘆すべき菩提樹のある何とすばらしい寵でしょう。或る時夜の 2蒔に食事のあと，

設は『誰か夜の声73)を開きたくはなし、かね?j)とたずねました。私はもちろん最初に賛成

しましたO イヴァン・セ/レゲーエヴィチと腕を組んで歩いていったにもかかわらず，暗さ

68) T. u C.， 19. 
69) 1880年 11月25日付手紙。 T.u C.， 20. 
70)本璃 p.6参照、。

71) CaBHHa，訂porpaMMarrpoJtOJDKeml完“BocrrOMHHaHHH" M. r. CaBHHo説 0611. C. TypI‘eHeBe. 
C4epHOBO益Ha6poCOK)，TypzeHe8 U Ca8uHa， crp. 72. 

72) I夜の声jおよび告白については本積 p.7参照。
立.B.φHJIOCO中OB，3arr03JtaJIbI詰 BeHOK，T. U C.， 78-80. ベリヤーユフに関しては注 42)参照。

73)フイロソーホフは，サーヴィナの盟想、を次のように記している。「私は言いました。『庭へ行きまし
ょう/.s伎は喜んで出て行きました。定達は長い間夜明けまでぶらつきました。烏が呂覚め始めた

時，設はそれぞれの名部を私に教えてくれました。彼は声でそれらを識別しました。鳥たちのうち

どの鳥が一番早く吾が覚め，どのように鳴くかを予言しました。すばらしかったです。そして彼法
私にどんなに感謝したことかノ」 φHJIOCO争OB，79.
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トゥノレゲーネプの最後の愛

と知らない場所のせいか少しびくびくしました。ああ，それは何と絶妙な音楽『夜の声3

よf 草，茂み，それぞれが歌っているように思われましたj74)O

「告白jvこ関しては，ベリャーエフの比較的詳しい伝関資料の記述がある。「暑い日中の

あと涼しくなった時トゥル炉ーネフは岳分の部屋からパルコニーに出て自分の女客に言っ

た。一ーではどうか告白して下さい〆 それは俵らの間で『告白する』と名づけられたの

だった。サーヴィナは実際，この時ごくまじめであった。時折告白涼夜まで続いた。隈を

半ば閉じ，いつまでも絶えず徴笑を浮かべてトゥルゲーネフは，彼の前で告白しているロ

シアの女穫の物語を開いていた。彼女は暗い庭の蔭から三百月が空に出たのに気づかなか

った。そして池から湿気がただよい，もうずっと前に部屋に，シューシューいっているサ

モワーノレのところへ戻る時刻だった……j75)0 トゥノレゲーネフは， サーヴィナのこの「告

白j の生き生きした語り口 76)にいたく惑嘆して，それをそのまま書けば「すばらしい文体

になるJと言って彼女に金ぶちの青い手帳を贈った。天性の女優として自分吾身を演ずる

ことはできても書くことが;苦手で怠ったサーヴィナは，その手帳をすぐには埋めることが

できず，作家の死後はるかのちになって初めて伎との思い出を書き記したのだった7τ〉。

上記 III(a)の叙述中のその他のいくつかの事項，す主わち， 1"サーヴィナの関j，1"勝ち

誇れる愛の歌」の朗読，焼きすてられた「散文詩j，泳いだ池， 1"燃える接吻jvこ関する普
通の伝記叙述のもとになっている 1918年資料は， ベリャーエブ， フィロソーホブ，ノレイ

シコフによる伝開資料及びトゥノレゲーネフの書箆である。

まず「サーヴィナの間」について言えば，サーヴィナがたち去ったのちトゥノレゲーネブ

辻彼友の帯在の 5日間を思い出し‘その告jに「あなたを親しく知り，あなたのすべての長

所，短所を知りました。なればミそいっそう強い愛着を左手、じました」と書き送り， ~皮女の

逗留した部屋を「永遠にサーヴィナの開として残すJことを誓っている的。

次に「勝ち誇れる愛の歌」の朗1誌について言えば，作家の朗読ののち惑想を求められて

ポロンスキーが「よくない，印刷しない方がし、いだろう」と卒直に志告したのでトゥルゲ

ーネフは落胆し，サーヴィナが「女性の藍観」によってことばでは慰めきれぬことを感じ

作家を庭に連れ出したことが語られている?の。

境きすてられた「散文詩Jについては，サーヴィナがベワャーエブに語った回想しか基-

づくべき資料がなし、。それ試作家と女優との二人の間だけで、行なわれた事柄であって， IJ散

文詩』の手稿手娠の中から「決して印刷しなしゴー震を取り出して， トゥ/しゲーネフがサ

ーヴィナに「ごらんなさい，これは散文でさえない，本当の詩で F彼女?こ』という題なの

です」と語ったという 8930

74) 1895年 1月29日付パジレフスキーあてサーヴィナの手紙。 T.u C.， 97. 
75) OeJIHeB， 73. 

76)フイロソーホフは「マヲヤ・ガグ 1)ーロヴナのような才能ある鉾鑑たちは物語るのではなくて.if諒
ずるJのである G それぞれの人物が『倍写されるムマリヤ・ガヴリーロヴナは士意えていただけでな
く昆ていた。われわれもまた見るように望んだJと記している。 φHJIOCO争OB，78.

77) CM. oeJI兄eB，74.

78) 1881年 7月22日付手紙。 T.u C.， 26. ちなみに間取りについてのシチェプキンの記録もある O
(TaM iKe.) 

79) C拡 φ双JIOCO争OB，79.
80) CM.oeJ既 eB，74.

qa 
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出 かず子

サーヴィナの泳いだ池については，彼女の思い出に関するんイシコフの伝開資料中に次

の記録が忘る。「あのね，一一マ日ヤ・ガヴリーロヴナは続けた。一ーもしも慈の心が特

にもの悲しくなったならば， もしも美しい過去についての思い出にふける必要が起こった

時，私はいつも，ほら， この絵の前に行むのです。これはスパースコ Z ・ノレトヴィーノヴ

ォの池です。これを画いたのは兄R ポロンスキーで、す。どれほどすばらしいj患い出がこ

の場所とつながっていることか〆 トゥノレゲーネフとポロンスキーが自分たちの手でそこ

に板で脱衣所のようなものを作ったことを想象して下さし、。なぜなら，万<.A.ポロンスカ

ヤと毛主は，そうでなければ水浴びすることを遠慮したからで、すJ8l)o

最後に「燃える接吻j については，事の性質上当然、のことかもしれないが， トクノレゲー

ネフの残した資料しかなし、。サーヴィナの婚約の知らせ (7月29日付〉を受け取った8月

訪日付返信82)の中で作家は，かつてサーヴィナの「出発の前夜に起ったことjを回想し，

それ辻「テラスで食事の時，シャンパンのあとでのこと。それを忘れるのは更につらし、。

本はあえて辛うじてこのことを思い出させるのですJと述べ，翌9月下匂の手紙88)でも再

び設の「心をときめかせた……あの輝く燃えるような接吻」のことをサーヴィナに患い出

させている。

以上のほか，夏の雷雨，ポロンλキ一夫妻結婚記念日，村の祭りに関して言えば，それ

ら叙述の基づく資料はポロンスキーの回想記録にあるω。なおこの回想記録は，これら三

つの項目に尽きるものではなく，地のいくつかの事項8:0fこ関して上述の伝文資料と記述が

一致している。

更に， 1918年資料のうちには， 1882年パリ滞在中のサーヴィナが作家を見舞ってヴィ

アノレド一夫人とも会った時のことに関して，フィロソーホフの伝関記録中に興味ある次の

記述がある。 トゥノレゲーネフ誌「もうほとんど死にかかっている。パリで、。部屋は措上。

それ誌ど広くはないし天井も抵L、。階下にはーーヴィアノレドーの家族が生んでいるO 退屈

な音階，急奏が関こえてくるo ヴィアノレド一夫人が歌のレッスンをしているo 誰かがドア

をノックする。老人ヴィアノレドーが自分の友人を見舞いに入ってくる。嘉人も同然、だ。サ

ーヴィナは立ち t二がる。……私はこの恐ろしい印象を決して忘れられなし、。わがトゥルゲ

ーネフ，わが誇りがこのように投げすてられているのです，ひとりぼっちで.'J86)。

以上のように克てくる時， トゥノレゲーネフとサーヴィナとの親密な関係がまさに頂天に

達する彼女の「スノζースコエ滞在Jのドラマに関する原資料は比較的量の限られたもので

あって，そこから普通行なわれている伝記叙述の画一性が結果してきているように患われ

る。その意味では 1918年資料の編纂者の一人コーニの『トゥノレゲーネフとサーヴィナ』の

序文は， このテーマに関する伝記叙述のオリジナノレ版とも言うべきものになっている計九

81) PbIllIKOB， 81. 
82) T. u C.， 30. 
83) 1881年9月23日付手紙 T. u C.， 31. 
84)完.口.nOJIOHCKH設， 11. C. Typr‘eHeB y ce6H B ero rrOCJIeAHH員rrpHe3AHa予OAHHy(113 BOC-
rrOMHHaHH員)， HU8a， 1884，ぬ.1-8.なおこの思想、記録は 1918年資料に部分的に再収録されている。

85) r勝ち誇れる愛の歌jの朗読，泳いだ池。
86)φHJIOCO争OB，78. なお 1882年5足30日付ポロンスキーあてトゥノレゲーネフの手紙参照。 T.uC.， 
88. 
87) KOHH， npeAHCJIOBHe K c6. TypuHe8 u Ca8UH.a， pp. V-XXXVIII. モーロワは，はっきりとコ
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トゥノレゲーネプの最後の愛

補遺。一一一まだ 30歳足らずのサーヴィナがフセボロシスキーと再婚して一年余り経っ

か経たないうちに， 1883年8月22日作家トゥルゲーネブは死んだ。その死に際してのサ

ーヴィナ，及びその後三番目の夫モノレチマーノフと結婚したサーヴィナの， トゥルゲーネ

フとの関わりについては転記にあまり叙述されていなし、。これに関する資料を伝える意味

もあって，以下1918年資料のうちから関係部分を，冗長な引用をできるだ汁抑制しつつ，

次にまとめておこう。

さて，作家の計報が届いた時，サーヴィナは掠り悪しく首都ベテノレブ、ノレクを離れてい

た。首都に帰って来た彼女立，さっそくコーニに次のような手紙を書いた。「喜びのため

にではなく，ベテノレブルグに帰ってきました。アナトーリイ・フヨードロヴィチf この

ことはずっと以前から予期していた一一ーとまわりでは言っています。私も予期はしていま

した。しかし，そうではあっても信じられませんO 信じたくないし，信じることができま

せん。弘にはなぜ、か後が死にに結ってくるように一一正に死にに一一自分の家で，必ずス

パースコエで，彼の愛するスパースコエでもう一度彼に会えるよう tこ忠、われたのです…

弘はそう期待していたしまたそう信じていました……弘はいま何もできませんO 泣きもし

ませんO 私は自分の悲しみを何によっても表現することができないのです……今日一晩91

思は一一授の生涯の最後の四年間の一一貴重な手紙を読み返しました。……これからパニ

ヒダに参ります。怠辻彼が信じていなかったお方に祈りを葬げるでしょう O 毛主はいままで

窺愛な人，縁者を失ったことがありませんでした。祈りで慰めの感情を経験したことがあ

っませんでした。私はいま何をすfってよいのか想橡さえできませんG ……ひとの好奇心に

富んだ限なざし，丹並みな話題，そして恐らくは同情さえもが，被についてのこのような

ことが，なぜ私にはすべて侮辱的に足、われるのでしょうか?一-…j8b)O

翌 30B v.こは同じコーニにあてて「誰にも会わないように朝早く修道院でミサを終えま

した。やっと泣き始めることができましたfs〉と書き. 数日後の 9月 5fHこは一二人で、 rrM
愛なイワン・セ/レゲーエヴィチについてお話ししましょう j90)と誘い，同月 10日カザ、ン寺

院に行った時の模様を， その翌日次のように伝えているO f……昨日弘はカザン寺院に行

きましたO もちろん泣かないわけに江ゆきませんでした。群集のかげに. 11奇いすみにベー

ルをまとって立っていたので誰も私に気づかなかったとはいえ，それにもかかわらず，言ff~

かにとっては怠の興奮につし、て新開で知らせる必要があったのです。これは私の舞台活動

の限度を超えた事柄で、あるように盟、えますO 果たして俳優は常にどニででも公衆に従属し

ているものなのでしょうか主 葬議には行くまいと決心しました。自分の涙を惜しんだか

らでは記く，立にL、つわりの嫌疑をかけ始め，そのことによって親愛なる故人の思い出を

侮障する機縁を与えないようにするためでした。私は彼に号!jれを告げる方法を与え出しま

しt..:..o そのためにはあらゆる不可能なことさえいたすつもりです./j90 0 しかし， コーニ

ーニの原典?こ拠っていると書いている。モーロワ， と掲書， p. 156. なお Cf.Yarmolinsky， op. 
cit.， p. IX. しかしヤノレモリンスキーの支献ノ一人マガルシヤヅクの文献表;こも不思議なことに
コーニ編 Eトゥルゲーネフとサーヴィナ』は挙げられていなし。

88) 1883年8月29日付コーニあてサーヴイナの手紙っ T.u c.， 91. 
89) T. u C.， 91. 

90) T. u C.， 92. 
91) 1883年 9月 11日付コーニあてサーヴィナの手紙。 T.u C.， 92. 
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の伝えるところによれば，サーヴィナは葬儀に出露し，だが墓前での平凡な追悼演説が始

まるや立ち去ったのだった紛。そしてその翌呂の追悼の夕べには「故人の遺言を含んでい

るともいえるJ11ファゥスト』の最後の章を感動的に朗読した紛。

やがて，当然、のことながらサーヴィナは故トゥノレゲーネフの書簡集の出張企画の開題に

巻き込まれるo 後女は， 1879年から作家の死に至るまでトゥノレゲーネフから受取った個

人的な愛の手紙を，コーニに渡した 1通を除いて，すべて大切に保管し，公刊すべきもの

とは考えなかった。しかし彼女のそうした態度を「共有財産Jの寝屋として非難する向き
もあった。彼女はいたく悩まされコーニの助言を求めた9430 渡してもらった 1通について

のコーニの意見は「未公刊『散文詩』の一つ」と見倣せる95) というものであったが，サ

ーヴィナはコーニに渡した1通をも返却してもらい習の彼女の死に至るまですべてを手許に

採存し深く「隠匿Jする方を選んだ。作家の死後 25周年の年にも彼女は作家の愛の手紙

を展覧することを固く断わっている宮九

死後 25周年にはヴォノレコヴォ墓地で追悼会が確され，作家を記念する博覧会がベテノレ

プ、ノレクの科学アカデミー・大ホールで、開催された。墓地では彼女誌弓祭プチャータの訴轄

に出席し，あまり面白くない演説を途中まで開いて退出した990 博覧会の方には手紙こそ

出品しなかったが，ただ観覧しただけでなくその準婦のために協力を惜しまなかった紛。

特に，スパースコエのトゥノレゲーネフの邸内の部屋の再現の計画には「脊頂天になってj

参加した。ある薄覧会関係者誌その時の模様を次のように伝えているo rすべての物がオ
リョーノレから届けられた持，私はこのことをマリヤ・ヵーヴリーロヴナに知らせた。彼女は

すぐにわれわれの中に姿を現わした。興奮して家具を配置し，これら彼女にとって愛する

ものの中で全くの幸福を享受した。おお〆 愛する f眠う槙子Jよ，一一有名なトクノレゲ

ーネフのディヴァンを見て，彼女はこう叫んだJ100)。本穣の胃頭部分に引用した博覧会場

トゥノレゲーネフの肖像の前に不滅の作家をしのぶ患い出として毎日供えられたばらの花束

についても「サーヴィナが送ってきていたj という記述がある161%

しかしそれにしても，作家の死後これほどまでに生前の伎との交擦を貴重な思い出とし

たサーヴィナが，かつて作家から贈られた金ぶちの青い手帳に回想を書き続げなかったの

は誠に残念なことで忘るo 1915年の春の一夜，メレジュコフスキー，ギッピウスと一緒vこ

後女の「演ずるJかのような生き生きとした思い出話を開いたフィロソーホフが彼女に

「回想録を書いたらよいのにJとすすめたのに対して， 白夜別れしなに替えたサーヴィナ

のことばには余韻が怠るo rどうして， どうして，書くことはできませんわO 口述ならば
ともかく，でも私の中のどこかにもう記されていますわ。コーカサスに行って……それか

92) KOHH， XXXVII. 
93) KOHH， XXXVIII. 

94) 1884年 11月18B. 1885年6月15B付コーニあてサーヴィナの手紙。 T.u C.， 93-94. 
95) 1885年 7月29日付サーヴイナあてコーニの手紙。 T.u C.， 94. 

96) 1899年E付なしのコーニあてサーグィナの手紙。 T.u C.， 98. 
97) PbIllIKOB， 81. 1908年 3月 23B付コーニあてサーヴイナの手紙参照。 T.u C.， 99. 
98) 1908年8月22日付モノレチャーノフあてサーヴイナの手紙参照。 T.u C.， 100. 
99) 1909年 3月20日付パジレフスキーあてサーヴィナの手紙参照。 T.u C.， 101. 
100) PbIllIKOB， 82. 
101) PbIllIKOB， 82， CM. Komr， XXXVIII. なお本稿 pp.1， 3参照。
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トゥノレゲーネフの最後の愛

ら村へO そこで回想にかかりきりましょうJ102)0 それから数カ月ののち 1915年 9月 8日十

一ヴィナもこの世を去ったっ

5 

t)、上によって，普通伝記に行なわれている叙述と 1918年資料との関係はほぼ明らかに

なった。それは作家トゥルゲーネフと女優サーヴィナとの親密な関係の内容に関して，い

くつかの増補と慎重な訂正とを要求するもので島った103)。しかしながら，作家の死後にお

げる上述のサーヴィナの手紙に見られるように，二人のI誌の愛情ーの内容がなんら「嫌疑J

に値しないものであったか否かIこついてはいま一つはっきりしないものがあるO

さきにも触れたように，肝心のトクノレゲーネフあてのサーヴィナの手紙は行方が全く知

られていなし、。それらは作家の死後，丈書に関する遺言執行人に指定されていたアンネン

コフにポーリーヌ・ヴィアノレドーから渡された文書の中にすでに無かった摸様で、為る 104)。

従って， 1879年以後数年間の愛情関係におけるサーヴィナ{出からの表現は，さきにも散れ

たように 1918年資料中のトゥルゲーネフの書簡から間接的に知られるだiずである O

ところで，サーヴィナの手許iこ「隠匿」されていた彼女あての作家の手紙が彼女の死

後，生前の知己コーニと夫モノレチヤーノフとの手によって出版の運びになった時，大部分

は原文に忠実に行なわれたが，いくつかの手紙については削除と訂正が加えられたのだっ

た105)。これらはアカデミー版全集によって一段と忠実に復元されている 106)。数に関して

は， サーヴィナあて電報を除く書籍全 77通 rlJ9通にすぎないが， 二人の親密な関係の機

微に触れる留所なので，以下三つの時期に応じて検討しておこう O

1 (ωc) 1路87乃9年 『村のひひ、と月J上f演量実iの年にf民関其完iし

のでで、，特記すべきこともなL、。

II (c) 1880年ムツェンスク=オリョーノレ間の同伴わi、旅行Jの年に関しては，全部で 27

通の書簡が知られているが，そのうちの 3通に訂正，単補があるo 6月4日付書簡に関し

ては，手書きの誤読訂正と思われる些細な倍所107)と削除部分「あなたは問を閉じられたの

ですか，それとも開けられたのですかJ10ゆという暗示的な匂の増補があり， 位の二つはし

102)φHJIOCO中OB，80.
103)本稿 pp.10， 12参部。

104) Cf. L. Schapiro， Turgenev， His Life and Times， OxfordじnIv.Press， 1978， p. 329. KOHH， 
VII， XXX. 

105) シャピーロは「サーヴィナの評判をおもんばかつての重大な目立除」と言ってしる Jぷ， これらの自11
;徐・訂正の意図と重要さは一義的 ~C' な L 、 Schapiro，0ρ. cit.， p. 296. 

106)飼えば， 1879年 1月10日あるいは 118付サーヴィナあてトウノレゲーネフの電報はオリジナノレは
i民存されておらず， 1918年資料中の[サーヴイナの回想、jに基づいて全集寂では復元されている O
また同月 19日付フランス語電報は， 1918年資料中で't1，サーグイナによるフランス語からのロシ
ア語訳の記?憲として引用されているのみで，書欝i集に時収録されていないが，全集寂ではオリクナ
ル Iこ基づいて復元されている。

107) 1918年資料では iNo.97Jとなっているところを，全集阪では iM-rJ. T.くourguene在>Jと訂
正されている O

108) TypreHeB， nUCb.Ma， XII!2， CTp. 269. 
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ばしば引用される「小旅行」直後の比較的長い書簡 (5月1713付， 5月1913付)10¥1)に関す

るものである。

5月16日オリョーノレ駅で‘サーヴィナを見送ったトゥノレゲーネフは，その夜をオリョーノレ

で過ごし翌日昼前にスパースコエに戻り，さっそくべンを取った。もし彼のひとり合点の

計画が実現していたとしたらサーヴィナもその昌一日そこに滞をするはずであった。「ま

るで注文したように，天国のようです。空には雲一つなく一一風もなく暖い……もしもあ

なたがここにいらしたなら私たちはテラスに坐久景色に見とれ……絶えずあなたの小さ

な足にキスしたことでしょうム こんな空想が浮かび手紙に書き付けるのだった。作家は

サーヴィナの外国旅行の予定をそれ程信じていなかったが，パリ来訪の折tこは自分に出す

手紙を局止め郵便にするよう締かい指示まで与えているO 一一ここまでは 1918年書簡資

料でも読める。

ところで部除された部分は次の三個所で、ある。 (1) rしかしこれだけはお約束して下さ
L 、。もし丹が閉じられたままでなければならないのなら，お手紙なんかし、ただきたくはな

L 、……さもないと神話で御存知の，あのタンタロスの焦燥の苦しみになりますから。もう

何も申しませんoJl1O) (2) そして手紙を結ぶに当たって， rあなたの手に，足に，島なた
がキスを許して下さるところすべてに……私はキスします」という倍所で， r許して下さ
らないところにさえJの句が削除されている 111)0 (3) 更に追伸の中で， rあなた以外の誰
もこの手紙を読まないでしょうね?Jが削除されている112%

その翌々 5月訪日付の手紙でもトゥノレゲーネフは， 三日続きの「うっとりするような

天気」の中でなおもサーヴィナがそこに滞在したで、あろう 1日のことを夢想しつづけてい

るo(工) rそれは何とし、う幸福であり得たことだろうoJという，この 1918年資料の表現
は，実は「どんな夜を私たちは過ごしたことだろう……それから何が起こっただろう。神

のみぞ知る..'J1l3) が原文なのであった。 (2) ついで作家は1時間余りの「小旅行j 中

r20歳の青年」のように感じた自分の中の「ランプの焔の最後のゆらめきJを追想し， 自

分の中に引き起こされた事態を想橡するo 1918年資料によれば，その倍所は「それは結合

への，自分自身をすっかり捧げ切ることへの抑えがたい欲望でした。そこで立すべての地

上のものが何か細い紹の中で消え失せるのです。J1l4)であったが，もともとの原文は「結合
への，占有への，自分自身を捧げることへの抑えがたい欲望でした。そこでは感覚さえも

が何か細い絡の中で消え失せるので、すoJl1a)で、あった。 (3)そして最後に，作家はそのすべ

てのもの， 感覚さえもが諮え失せる「あのすばらしい瞬間J1l6)が永久に失われてしまうの

は残念だと記しているが， この個所の原文は「あのすばらしい夜Jll7)であった。そして手

109)本稿 p.5，脚注 24)参照。

110) TypI‘eHeB， flucuea， XIIj2， crp. 259. 
111) Ta.M :J/Ce. 

112) Ta.M xe. 
113) Ta.M :J/Ce， CTp. 260. 
114) T. u C.， 15. 

115) Typr、eHeB，flUCb.Ma， XII/2， CTp. 261. 
116) T. u C.， 15. 
117) TypIミeHeB，flUCb.Ma， XIIj2， CTp. 261. 
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紙の末尾の部分のうち 1918年資料では「問はかけられたJll吟の匂が削除されているO

III (c) 1881年，サーヴィナのスハースコエ滞在が実現した年及びそれ以後に関しては，

47通残されているが，そのうち 6通に削除部分の増補が見られる。

(1) まず第 1はJ 1881年 3月 113トゥノレゲーネフがサーヴィナからの手紙を受取札

夏のスパースコエ滞在を誘う手紙119)の中に見られるものであって，これはサーヴィナの手

紙に言及しているものとして重要である。大括弧中が期除の復元増殖部分である(以下lilJ

じ)。一一「あなたはお手紙の末尾できつくキスします， とおっしゃっていますね。〔どの

ようにですか。あの 6月の夜に，鉄道の車輔の中で，のようにで、すか。あの何愛ものキス

を私は←ー百年生きながらえても一一忘れはしません。あれこそがきっくということの意

味だとあえて考えますJ 愛するマリヤ・カ♂ヴワーロヴナ， とても愛していますJl的。

(2) サーヴィナのスパースコエ滞在後 lカ月足らずのうちにトゥルゲーネフは7月29

日付サーヴィナからの手紙でJ 11立女がフセボロシスキーとの結婚の道を選んだことを知ら

されたが，恐らくその後の手紙で少くともしばらくの間は一一同年末までは一ーその結婚

が実現しがたいことを第二の手紙で知った。「スバースコエ苦存在j の思い出と未来十こ対す

る変らぬ「心からの深い友情」の誓いでいっぱレのトゥルゲーネフは， 8月 19司付スノえー

スコエでサーヴィナあてに認める。一一日、つ， どこであなたとお会いすることになるの

でしょうか。その時るなたは何になっておいででしょうか。フセポロシλ カヤ夫人にでし

ょうか。あなたの第工の手紙からはそのように考えられました。〔しかし第2の手紙から

は，今年のあなたのロマンスが消え去ってしまったことだけははっきりしていますい・…そ

れがとても嬉しL、一一今年は〕……Jll11)

(3) その後サーヴィナからの音信不通に， かえってスパースコエでの「輝く燃えるよ

うなキスj の患い出をかきたてられていた122)トゥルゲーネフはJ 10月になって受け取ザ〉

た彼女ーからの手紙に心をはずませて， 10月訪日付ブージヴァノレからの比較的長L、手紙を

書く O この手紙は，二人で、お忍びでイタリア旅行をしゴンドラに乗り，画廊や教会をめぐ

り，オペラを見物する楽しい夢想を描いたものとして時に引用される手紙である 12830 ここ

で問題の個所は，その結びにある。一一元(本当に誰もこの手紙を見ないのでしょうね?))

あなたの可愛い顔を両手で抱いてー一一あなたの唇に，いきいきとした，そのすばらしいば

らの花にキスします。その花が私の接吻のドで燃え〔そしてかすかに24え〕るのを想像し

ています。〔これは想設で、しょうか・・・…それとも患い出でしょうか?……〕あなたのイワ

ン・トクノレゲーネフ。Jl2U

(4) やがて同年 12月3日付ハジからの手紙で再びサーヴィナからの奇信不通にいらだ

ち， rそばにいないのにキスなどしたくなLづと言いながらも翌82年春のベテルプルクに

118) Ta.M :JICe. 

119) 1881年 3月3日付バ苦からの子紙。

120) Typr、eHeB，nUCb.Ma， XlIII1， CTp. i'2. 
121) Ta:JIC :JICe， CTp. 110. 
122) 1881年9丹23日イナプージヴアノレからの千紙っ Typr‘eHeB，flUCb.Ma. XIII/l. 136-1:)7. 
123)本稿注 37)参照。

124) TypreHeB. flUCb.Ma， XIIIj1. CTp. 137. 
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出 かず子

おける再会を確信しながら，一一「やはりあなたの両手にキスしたくなるでしょう…・υ 〔両

手だけでなく〕……J135)と書いているO

(5) 翌 1882年 4月末不治の病のためもはやスパースコエには婦れぬと断念した後のト

クノレゲーネフは 6月7日付ブージヴァんからの手紙で 3月末のノ之リでのサーヴィナと

のこの世の最後の再会と別離を回想し，別れの際の彼女の堅い握手の意味を考える力さえ

失った岳分を嘆きながら，すでに再婚していた彼女にあてて説、めた愛の心情二を記す。一一

「手紙でこうしてあなたとだけ話し合っているものと存じているのですが， (しかし能人の

手があなたに無断でこの手紙に触れないとも限りませんね〕・・・…J136)。

(6) 最後に， 1882年 9月 17日付プージヴァんからの手紙で，作家はサーヴィナからの

手紙なしにはもはや生きることも耐えがたいといい，やっと語いた彼女からの音信に心か

ら慰められ更めて切ない愛情の告白を繰り返すO 一一「悲があなたをとてもとても愛して

いることは御存知でしょう。ごきげんよう。あなたの〔すべて〕にキスしますo (Ifすべて

に?Jl一一あなたはたす'ねるでしょう o Ifそう，すべてに』一ーと私は繰り返すでしょ

う。〕……J12n0 

トゥノレゲーネフのサーヴィナあて書簡資料に関して，アカデミー版全集において議元・

増補された個所はほぼ以上の通りであるO なかにはムツェンスク=オリョー/レ間の「小旅

行j の車中におけるあつい「伺震ものキス」のように新事実を教えてくれるものもあるが，

多くは作家の表現の詮方にかかわるものであって今更とりたてて整理するまでもないであ

ろう O これらの復元・増補のもつ意味は何であろうか。この問題に関心をもっシャピーロ

は，かつて「削除された部分はトゥノレザーネフがその若い女性を愛していたという今まで

の見解を更に強めるものであるが，二人が恋人同志であったことをなんら示すものではな

い。 トゥノレゲーネフが 1879年まで註愛の能力があったということすら確実でないoJ12'3)と
言っているO 彼によれば， J:記増補部分に繰り返し表われている「門Jということばは一

つの遠回しの表現で， r語、らくは愛清の肉体的燃焼に対する何らかの抵抗ないし障害を表
わすJ129)ものであるC かつての削除部分が愛清問題の機徴に触れるものであるだけに，性

愛の親密さの程度に実証の関心が向けられたのも無理からぬことであろう。

ところで， 1918年にコーニがトゥノレゲーネフのサーヴィナあて書簡集を出張するに当た

って原文にできるだけ忠実であろうとしながらも結局若干の削除をよしとしたのも，正に

読者が性愛の程度にのみ関心を奪われることを箭れたからであった。 1918年 8月に出され

たと思われるコーニのそノレチャーノフあての手紙によれば1393，さまざまな醜聞や邪推の種

にされたこの書簡には「何とやさしい芳香が漂っていることかムしかし邪心の持主たち

によって心を歪められた読者大衆は「大作家の魂の最後の撚焼」を正しく感じとることが

125) TaM :xce， CTp. 156. 
126) TaM :xce， CTp. 278. 
127) TypreHeB， flucbMa， XIII/2， CTp. 44. 
128) Schapiro， op. cit.， p. 296. 
129) Ibid.， p. 299. 

130) r. B. CT銀総OBa，K HCTOpHH H3，llaHHH C60pHHKa {TypzeJte8 U CaBuJta);， TypzeJte8c1Cuu 
C60PHU1C， III， JI.， HayKa， 1967， CTp. 274. 
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トゥノレゲーネブの最後の愛

できず， i自分の月並な浴な見方からキスの『再換討Jを始めることだろう。……」という

危倶の念が表わされている O この危俣の念にもかかわらず， コーニは初めすべてをありの

ままに印税に的そうと望んだが，最終段階で前述の若干の削除・訂正が施されたのだっ

た131九シャピーロは，それら「若干の重大な部除J を「サーヴィナの名誉を守るため」の

ものとしているが132) これは誤解に導く解釈であるO

上述の経路から分かるように， トクノレゲーネブとサーヴィナとの親密な関係に関するコ

ーニの評言一一一これは前述の通りその後一般に行なわれている伝記叙述のオリジナル肢で、

ある 133)ーーは， 1918年資料中の削除部分をも十二分に踏まえたものであることが分かる。

授のまとめによれば，一一一

1 (c) 1879年の最初の出会いからサーヴィナは「ただ優雅な女性としてだけでなく，敏

感な芸街家として」強いI=P象を作家に与え，それ以来最期の年に至るまで作家にとって

「サーヴィナは恐らくヴィアルドーよりも少記からず輝かしい値倍をもっていたJ134)0 ヲw

、ー

の評言は文字通りといってもよい謹そのままモーロワに受け継がれているものである135)。

コーニはそれに加えて「トゥルゲーネブの夜女への愛着は完全な根拠をもって愛と呼びう

るj と言っているが，前述のようにこれは 1879年に関する限り資料の裏づけが薄弱であ

るように思われる。

II (c) 1880年の「小旅行」の註後に書かれたトクノレゲーネフの比較的長い手紙に関し

てコーニは「サーヴィナによって惹き1起こされた惑情の力の前で、のためらい，そして静か

な悲哀と情熱りこもったやさしさに貫ぬかれているJ136)と言っている。この評言もまたモ

ーロワによって巧みな比稔を用い hて受け継がれている 137)。同によって閉ざされた扉の前

に立つ老トゥノレゲーネフの，震E警の消えた安堵惑と悲哀における慰めの側面が見落されて

し、なし、o

III (c) 1881年「スパースコユ滞在」中のあの作家が繰り返し患い出す「輝く燃えるよ

うなキス」のことをコーニが知らないわけではなL、。しかし総じてこの時期に特徴的なの

は「サーヴィナの外面的すばらしさへの感嘆の調子と並んで，務めたる悲嘆と自分自身へ

のアイロニーの調子が響いているJ13':i)ことであるO コーニはそれをひと言で「友情の名に

おおわれた愛のやさしさJ139)と呼んでいる。資料に郎してうなずける見解である。

ところでコーニは，その頃トゥノ'レゲーネフがポーヲーヌをはじめずィアノレド一家の人び

とにあてて書いた手紙を知る出もなかった。これらの F未明行書簡』を吟味すること，少

くとも関連資料を整えること，それが次第の課題で、ある。

131) Ta.M :JICe.， CTp. 275-276. 

132) Schapiro， ojう.cit.， p. 296. 
133)本稿 p.14参院。

134) KOlIH， XXVI. 
135)モーロワ，上掲書， pp. 150-151参照。

136) KOHlf， XXVII. 
137)モーロワ，上掲吉， p. 149参照。

138) KOHH， XXX. 
139) KOHH， XXIX. 
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6 

さて， トゥルゲーネフがサーヴィナと初めて会ったのは1879年のことであったとして

も，彼が舞台の上の彼女を見たのはそれが初めてではなかった。それに先立つこと 5年，

1874年に作家はすでにデビュー当時の魅力溢れる新人女擾サーヴィナを見たことがあっ

た1392)。その時の印象をトゥノレゲーネフは終生の愛人「親愛なるポーリーヌ・ヴィアルド

-J vこ為てて次のように書き送っているo r昨Eホテルのまずい正餐後， ロシアの劇場で
三本観ましたが，二つはいまわしいばかりのもの，一つは出来のよくないものでした。そ

の出来のよくない方に……サーヴィナ嬢としづ新人女擾が出ていました。大した才能で，

姿かたちも可愛らしく賢こそうですが，顔つきが卑しく，声のひどさは鼻をふくらませた

ロシアの小関使いそっくりですJl紛。 このように描かれている女優サーヴィナの存在は，

その時にはまだ，ポーリーヌ・ヴィアルド一夫人との関係において何ものをも意味しなか

った。それが， やがて 1879年以鋒彼女に対してトゥノレゲーネブの愛靖が芽生え表琵{とし

てきた時，再夫人及び彼女の娘グローディーの嫌悪，非難の対象になるのである O

1880年近くにもなれば， すでに40年近くもの年月を経てきたヴィアノレド一夫人との関

係はいわば骨董化してL、たが， しかしそれだけに呆雪に耐えた重みには否定しがたし、もの

があった。また，生まれた時のことから知っている， 夫人の娘クローディーも 30歳近く

になろうとしてL、た。ひとりサーヴィナの場合に限らず一般にトゥノレゲーネフにおける対

女性関係，あるいは恋愛について語る場合には，いずれの場合にもその背景としてボーリ

ーヌ・ヴィアノレドーとの関係あるいはヴィアノレド一夫妻との持続的な「三人の共同生活j

一一「マリアージュ・ア・トゥロワjーーを顧慮する必要のあることは言うまでもないで

式うろう。それは 1843年， 25歳のトゥノレゲーネフがまだドイツ留学から帰ったばかりの填，

22歳のポーリーヌがベテノレブルクに来演した持から終始動'品、ていた，いわば第二の自然、状

慈ともいえる常態であったからである。 1880年にはトクノレゲーネフはすでに62歳，夫の

ノレイは80歳，ポーリーヌは59歳になっていた。それまでの長い間に相継いで起こった，

ラムベルト伯爵夫人，オリガ・トク/レゲーネヴァ，マリヤ・トルスターヤ， ヴレフスカヤ男

爵夫人等々に対するトクノレゲーネフの多情な愛情関係も，ポーリーヌとの関係を変えるこ

とはなかった。時にはヴィアノレド一家における三人のそのような異常な常態を打ち切るこ

とができたらと Lヴ希望が頭をもたげることもないではなかったが，時に起こるそのよう

な不幸な惑情さえもが常態に伴なうごく自然なー講成要素になっていた。 1877年4見7日

付ポロンスキーあての手紙の中でトゥノレゲーネフは岳分の自記のある個所をヲl¥.，、て伝えて

いる。 r3月5日，真夜中，再び杭に向かう。階下では私の哀れな友達が完全にひび割れた

声で何やら歌っている。私の心は真っ騒な襲夜より詰し、。墓が大急ぎで本を欽み込んでし

1392) プリチェヅト辻 1872年の『村のひと月iの初めての上諜にサーヴイナが出たとしているが，これ
はその年が『村のひと丹』のモスクワにおける初めての上誤の年に当たることに起因する誤りであ
ろう。 Cf.Pritchett， 0ρ. cit叶 p.229. ロシア演撰史上のサーヴイナについて法 M.Slonim， 
Russian Theater， London， 1963， p. 68， 92， IF村のひと月』上演については，スタニスラフスキー
f芸衡におけるわが生涯』く蔵諒惟入訳)，岩波文車〈下)pp. 66-78を参照。
140) I. Tourguenev， Nouvelle corresJうondanceinedite， t. 1， p. 292. (以下 Tourguenev，N. C.よ
と略記する〉。
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トゥルゲーネフの最後り愛

まうようだ。昼間は空しくあてもなく味気なく，またたくまに過ぎてゆく。なんと，また

ベッドにつく持がやってくる。私は生きる意志もなければその権利もなし、。もはやなすべ

きこと， 期待すべきこともないし何かやりたいということもないJ。ついで作家はポーリ

ーヌに言及し， rあなたはポーリーヌがもはや歌えないばかりか， かつて f予言者』にお
いてフィデスを創り出した歌姫が議場のオープニングの切符さえ送られなくなってしまっ

ていることを忘れている O 劇場が送らないのも無理はなL、。もうずっと前から彼女から期

持できるものは持もないのだから……ボーローヌと僕は正に一対の古瓶同然なのだj凶〉。

これを書いた待トゥルゲーネブは，その年の初め『処女地』がロシアで冷やかに迎えられ

たこともあって落担の底に沈んでいたことも事実であるが，それにしても当時のポーリー

ヌに対するトゥノレゲーネフの暗い気持がよく表われている。

1 (d) やがて 1879年トゥルゲーネフと食事を共にしたコーニがその時作家の語った告

白として記しているところによれば，トゥノレゲーネフは「君には分からないことだろうが，

IIむなく他人む巣のふちに身を寄せ，まるで慈悲のような親切を受け取り，ただ'潰れと哀

れみだけから追い出されないでいる老夫のような生き方をしなければならない詩，老人の

暮しがどれほど琳しく退屈なものか君には想橡できましゴと語ったという 142)。このような

心境にあった時， トゥノレゲーネフは若きロシアの女優サーヴィナと栢まみえたのであるO

II (d) 1880年 1月末ベテノレプルク?こ到着したトゥノレゲーネフは， さっそく 31日付の

手紙でポーヲーヌにうまく宿舎が見つかったこと， uヨーロッパ通報Jの編集者スタシュ
レーヴィチ教授の家で正餐を共にしたこと等々と並べて女優「サーヴィナ嬢tこ会いに行っ

たJことを淡々と述べている。数日前「彼女は倒れて危く肩の骨を折るところだった。作

品の一つを演じてくれた作家として，彼女には大層負い呂がある。何人かの見舞客に取り

巻かれて按女はベッドについていた。愛らしかったが悲しそうだった。石膏のギプスをは

められて 2週間法身体を動かすことはできなL、J143)。サーヴィナの回復後，作家は2月四

日アレグサンドル二世の即位25周年記念日の祝賀の盛大さ，農民解放委員会開催の晩餐

会に招かれたことを知らせた同日甘の手紙の中で，その前日の挽オストロフスキーの『野

育ちの女J を演ずる「サーヴィナ嬢を観るために麟場に行ったj ことを伝えているo rサ
ーヴィナは豊かな才龍を示した。始めから終りまで真の偉大さをもって一人の野育ちの女

性を描き出した(創り出した)。 きっとあなたにも気に入ること受け合います。周りの全

くつまらない役者たちのヰ1で彼女だけが本気の話に鐙します。後女には生気と活力があり

ます。彼女のアキレスの鍾はその声で，単語ないやな声で，ありふれた音声で-すJ144)。 ト

クノレゲーネフは 1週間後の 25日にもまた小デューマの f捧姫』の役を演じたサーヴィナ

を観て 2月 26日付の手紙で，後女が「才能と生気に溢れ一一一『別離の』シーン立きっと

あなたにも気に入るだろうこと一一脚本は色槌せており一一一位の俳援は下手くそだったこ

とJをポーリーヌに伝えている。しかし，これもんーヴィンシュタインのシューベルト

ショハンの誤奏やエノレミタージュ見物等と並べたベテノレブ、ノレク近況報告のようなもので，

141) TypreHeB， flaCb.Ma， XII， 135. 
142) Cf. Magarshack， O}う.cit.， p. 292. 
143) Tourguenev， N. C.よ， t. 1.， pp‘ 229-230. Cf. Schapiro， 0ρ. cit.， p. 297. 
144) 1. Tourguenev， Letlres inedites a Pauline Viardot et a sa famille， p. 220. (以下 L.よと
略記する)0Cf. Schapiro， op. cit.， p. 297. 
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ポーリーヌの「愛らしき両手にキスを送りますJで結ばれている14530 つづく 2月 29日付
の手紙でもまたトクノレゲーネフは，年甲斐もなく謝肉祭のプリヌィを食べ過ぎて「胃の具

合が悪いのに午前説場に行ってサーヴィナ嬢を観た」ことに言及し，ここでも f彼女は実

に見事に演じ野卑で誘惑的なこと一一これが設女にぴったちで，議論の余地なく不思議

なほどの才能の持主で一一一パリ公演ができたらきっとパリ中をさわがせることでしょう

ねJ146)と書き送っているO しかしトゥルゲーネフはこんな時ポーリーヌと一緒に見られな

いのは残念だという，やさしいひと言を付け加えることを忘れていない。

以上のようにこの頃のポーヲーヌ・ヴィアノレドーあてのトゥルゲーネフの書簡を見てく

ると，前述のようにその前年の秋サーヴィナに対してすでに「半ば父親のような，半ばそ

れ以外のやさしい感情」を抱いたと言い 1月末婦国早々サーヴィナを訪れ. 3月末には

金のプレスレットを贈りさえしている作家の手紙としては，かなり表現が抑えられている

ように思われる O しかしそれにもかかわらず，劇中人物をただ真似て表わすだけで誌な

く，配役を生きることによってその人物に成りきり，いわば「創造Jする女擾としてのサ

ーヴィナの天分豊かな表現力に引き込まれ. r野卑で誘惑的な」個性的女震とし、う表現に
よって，かえってまさに作家自身が彼女に魅了されていることが漏らされている。事実，

ポーヲーヌもトゥノレゲーネフに「友情ある非難Jのことばを書き送ったものと推定され

る。というのは， 4}j 7日付のポーリーヌあての手紙でトゥノレゲーネフ自身次のように書

いているからである G 日、ろいろ吉報を知らせて下さった長いお手紙落手しました。何か

友情ある非難で始められていますが，それには当らないように思いますc これについて言

訳を申し上げようとも患いましたが，結局，あれこれ申し開きしない方がよろしいでしょ

う……J147}0 そして作家はブージヴァルにいる詩が自分にとって一番幸福な時だとお世苦手

をつけ加える。

他方，ポーリーヌあてと平行してトゥノレゲーネフはグローディーあてにも何通かの手紙

を書いている。

1 (め まず 1879年3月8日盛大な歓迎を受けたモスクワからベテノレブ、/レクに帰った翌

9日付の手紙で，モスクワではレストラン「エノレミタージュ」で百人もの大晩餐会が催さ

れ，大学生の古い歌でお開きになったこと，その百 9日は午後 9時から文学基金助成のた

めの朗読の予定があることを知らせているO その朗読は「マ Pヤ・サーヴィナという名前

のとても可愛らしい女擾と一緒にやるはずで一一今震彼女の写真をもって行って上げよ

う，……Jl紛等々と書き送っている。作家からのこの手紙に対する返信と思われるグロー

ディーの手紙には， トゥノレゲーネフがロシアで歓迎されたことはよいことだとしながら

も.rやがてパリに戻った時の『郷愁』の種にならねばし叫、が」という心配が見られ， r私
たちをお捨てになってしまうのではないかしら。まわりの人たちからの熱烈な歓迎がない

このパリでは退屈なさることでしょう……お戻りになるまでは心配ですわJ14ぬと書かれて

145) Tourguenev， N. C.よ， t. 1， p. 233. 
146) Tourgu台lev，L.よ， p. 222. 
147) Tourguenev， N. C.よ， t. 1， p. 240. Cf. Schapiro， 0ρ. cit.. p. 297. 
148) Tourguenev， L.よ.p. 279. 
149) Ibid.， p. 328. 
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し、る。

II (d) 翌 1880年のクローディーあての手紙には，サーヴィナに言及したものが工通も

残されていなし、。

III (d) ところが 1881年サーヴィナのスパースコエ滞在の前後になると， クローディ

ーあて書簡中のサーヴィナへの言及の口調は一転して変った諒子を帯びてくるO サーヴィ

ナの久パースコエ来訪をあれほど小おどりして喜んでいたはす'のトゥノレゲーネフが， クロ

ーディーあての手紙の中で立， JJIj入のように，サーヴィナを悪しざまにげなすようになるG

前節までに述べたように， 1881年には帰国前の 3月にすでにサーヴィナのスパースコエ滞

在の約束が成立し， 4}j末ベテノレプノレクに到着し 5月末にはポロンスキー一家とサーヴ

ィナを伴って一緒にスパースコエに発つ計画さえ考えられていた150)作家にとって，まさに

愛のドラマが一つの山を迫える直話であった。その 5月 22臼付のクローディーあてのモ

スクワからの手紙に，意外にも，次のことばが晃いだされるのである。「意地悪の君はサ

ーヴィナ嬢のことをとやかく言っているね。彼女はちょっとの間姿を見せたがまた立ち去

ってしまった。彼女に対する私の湿度計は『冷淡』以下に下ってしまった。彼女の魚、のよ

うな口，ありきたりの下品な鼻，下卑た芦は，美しくて生き生きしているがやさしくない

捜女の践のことまで忘れさせる。『設女のこと誌忘れてしまったし， やがて諮えてしまっ

たJ……J151)0次いで，ポロンスキー一家とスパースコエで、6月を迫えたトクノレゲーネフは，

同月 25S付クローディーあての手紙で草刈りの季節のすばらしい環境の中で，ポロンス

キーが写生をし自分は『勝ち誇れる愛の歌』に手を入れて書き終えたことを伝え，サーヴ

ィナのことに言及している。「サーヴィナ嬢はスパースコエを訪れに来はしませんでした

し，また来ることもないでしょう。彼女は数遣問の契約を結んでいるベテルブ、ノレクに帰っ

ているのです。魚が水のそとでは生きられないように，被女は舞台なしには生きられない

ので、すO そればかりか彼女には，何と言ったらし、いか，つまり痩讐心があるので、す。とい

うのは， モスクワの観客がつまりは冷淡さを示したのに対して，後女はベテノレブノレクの観

客は絶対大丈夫だと信じているので、す。彼女に裏切られても私は平気で諦められますO 彼

女には独創的で生き生きしたところがあるので会話〈交際というべきか)は面白いのです

が，舞台が彼女を骨の髄まで駄目にしてしまっていますし，それよりも何よりも彼女がし、

れば在事の邪魔になるでしょうし，無駄にできるような時間は私にはないので、すJ152)0 こ
れはサーヴィナのスパースコエ滞在をあれほど待ち焦がれていた同じ人の手紙とは思われ

ないものであるO 次いでその「スバースコエ滞在Jの1週間前に当たる 7}j6日付クロー

ディーあての手紙にも相変らず「弘の思いは言うまでもなくブージヴァルの fとねりこ

荘』にあります」と言い， r君のもう一つの質問， 君が本当に女子きか， とL、う質問に対し
ては答える必要がありませんO 君が私のものであり，私が君を大好きなことは君も十分承

知のことですからJと述べ， サーヴィナに言及して次のように書いているo rサーヴィナ
壌のことを君はご親切にも，おまけにちょっぴり弘をいじめるたゐにだしにつかっている

けれど一一設女はやって来ないことはほぼ確実なんだよ。それにたとえやって来たとして

1日))1881年5月26日付トポロフあて手紙。 Typr‘eHeB，flUCb.Ma， XIII/1， CTp. 91. 
151) Tourguenev， N. C. 1.， t. I， p. :301. Cf. Schapiro， o.ρ. cit.， p. 297. 
152) Ibid.， p. 304. Cf. Schapiro， op. cit.， p. 297-8. 

- 25-



出 かず子

も一一君にした約束を守ることは大した手柄とはし、えないでしょうん小さな藁の火はも

うずっと前に浩えてしまっているのだから。道化の要素はもう道化だということがわかり

過ぎる位はっきりしてしまったO 彼女はただ舞台の上で舞台によって舞台のために生きて

いる，そんな女性なのだよJ158)。実際にはサーヴィナのスパースコエ滞在のドラマが実現

したこと，それがトゥルゲーネフにとって現実にどのようなものであったかについては前

に述べた通ちである。 7月18日サーヴィナが去ったのち約1遺間後同月 24E討のクロー

ディーあての手紙でトクノレゲーネフは，陰うつな気持・を伝え次のように書き記している。

「サーヴィナ嬢の訪問のことについて書いたお母さんあての手紙を晃せてもらったらしい

お。サーヴィナは私に打ち明け話をし，私たちは風変りな面白い会話をしました。後女は

急に愛し始めました一一〈もちろん私をではありませんよ)一一心の悲から，初めて生き

ることを愛し始めたので、すc そして在、にそのすべてを物語ってくれました。ーーとても生

き生きと，またそのまま書けばとても文学的になるような仕方で。恐らく君が想象するよ

うな到のことを期待することもできたのだ汚ど，そんなことは全くなかったよーーしかも

それ以上の楽しみはなかったでしょうよ。考えてもごらん。初めて人生を愛する情熱を知

ったのに彼女は世間体とかその他の心理的，社会的な理由のために舞台を諦めることを強

制されて，結婚のことしか考えていない名義上の愛人 N.W.氏に持ってやむなくベノレム

〈シベリアの辺境の)に行かなければならないので、すO ……考えてもごらん"0 こんなごた

ごたを。 Fとねりこ荘』に婦ったら事の仔結を詳しく話してあげよう C しかし君にした約

束のことは考えるまでもないことだったんだよJ15U。

現在までに知られている，ポ-!Jーヌ及びクローディーあてのサーヴィナ関係 F未刊行

書簡Jは，ほぼ以上に尽きる。書簡中に言及されているポ-!Jーヌやクローディーからト

ゥルゲーネフあてに送られた書積立，現在まだその殆どが知られていない。従って，親密

な関孫の交錯において避け難く生じる徴妙な事清について判断を下すことはなお早過ぎる

であろう。しかしそれにしても，サーヴィナとの愛を待ち焦がれるとともにクローディー

への変らぬ愛を誓うトゥルゲーネフ，故郷スパースコエの安らぎのうちでプージヴァルへ

の郷愁に悩むトゥノレゲーネフには明らかに人格の二重性，愛の感情の分裂が認められる。

さきにコーニの評した老作家のためらう愛のやさしさ，チュッチェフの歌う「最後の愛J

の希望なき至福とはこのような分裂，二重住を統一的に表わそうとした表現で、主うるかに思

える。

長 *
 

-持

以上，本稿では「トクノレゲーネフの最後の愛」というテーマに直接関連のある範囲に極

力限定して述べてきた。このことは，当然，作家トクノレゲーネフその人の創作活動，抱の

文学者との交わち等を立じめ同時代の政出・社会的事件や患想運動とのつながりを捨象し

ているとの非難を免れないであろう。事実，ヤノレモザンスキーが作家の「不死鳥の愛j を

153) Tourgu合lev，L. 1.， p. 281. Cf. Schapiro， 0ρ. cit.， p. 298. 
154) Ibid.， pp. 283-284; Cf. Schapiro， op. cit.， p. 298. プリチエヅトはサーグイナのスパースコエ
滞在をポーリーヌとクローディーは知らされなかったといっているがそれは言い過ぎの誤りであっ
式こ。 Pritchett，op. cit.， p. 235. 
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トヮルゲーネプの最後の愛

きれいに取り出したのに対して，マガノレシャツグはその「愛Jを仏・露両国にわたって創

作し活動した作家の「プージヴァノレ時代」の中に位置づけている。サーヴィナとの出会い

と正に時を同じくしてトゥルゲーネフが母醤ロシアの知識人各層に広く迎えられた状況を

初めとして最後の中篇 fクララ・ミリッチJの創{/f過程に至るまで，作家の「最後の愛」

との関連で説明されるべきことは数多し、。本積はそれら全体的解顎の一環をなすに退ぎな

いであろう O しかし，総じて宗教的なロシアにおいて人間的な愛の内奥に救済を求めるか

に見える無宗教のベシミスト， トゥ/レゲーネフの場合には，それはただならぬ一環である

と筆者は信じている。

口OCJIe.lI.H兄兄 JII060Bh TypreHeBa 

Ka.ll3yKo I1.ll3 

日aCTOH~aH CTaThH nOCB毘-UeHanOCJIe)(He註JI回6BHTypreHeBa Ha 3aKaTe ero >KH3HH 

K M. r. CaB躍的員， MOJIO.瓦0員aKTpHCeAJIeKC組瓦pHHCKoroTeaTpa. 
ABTOp K予HTWIec.閉口epeCMaTpHBa釘 HeCKOJIbKO 6Horpa中H'IeC.KlIX HCCJIe，n:OBa却益 O

Typr百 eBe，C戸立ぽTBOBaB出 HX瓦oCHX nop， H BMecTe C TeM nbITaeTC完ロOnOJIHHTh HX 

HOB滋MHMaTepHaJIaMH， ony6JIHKOB母国hIMHB nOCJIe，ll斑ierO瓦bI.

日CTOpH克 OTHOIIIeJ閣員 Me>K瓦y Typr、eHeBhIM，ロpO況HBaB出lIM B napH>Ke H CaB阻ま0註，

3aHlIMaB回 enCHTeaTpaJIhHO員五e冗T創出O白 bぉ， HaqHHaeTC先日XB白 pe明白 B De'I句6ypre B 

MapTe 1879 r. 口OTOMOHH cOBep凶 alOTBMecTe“ロoe3瓦Ky"OT Mu.eHcKa瓦oOpJIa B Mae 
1880r. 託CTOp悶 KOHqaeTC克ロ戸6blBaHHeMCaBHHo註 B CnaccKoM， HMeHHH Typr、eHeBa，

B MIOJIe 1881 r. 

DepBOHCTOqHHKH， OTHOC毘.uHec冗 K3TO員TeMeCJIe且ylO~e. 一一-Typufle8 U Ca8ufla， 

C npe，llHCJIOBHeM H no瓦 pe江.ロ0可eTHOrOAKa瓦eMHKaA.φ. Ko諮i，npH 6~'IH淵員IIIeM COTpy-

尽包ItIeCTBeA. E. MOJIqaHOBa， neTporpa.ll， 1918. 3瓦ecb6blJI沼田epBbleony6JIHKOB初日

79 llHceM (B TOM qHCJIe H TeJIerpaMMhI) TypreHeBa K CaBHHo註3a1879-1883 rr. BOIlIJIH 

B c60pHHK H HeOKOHqeHHbIe BOC.π0班 lliaHHH CaBl磁0註 o TypreHeBe， H 3allHCH Bocno・

MHHaJ院長 CaB郎 0詰， C.L(問自諮問lO.瓦.BeJI兄eBhIM，江.B.中lIJIOCO中OBhIM，BJI. A. PhIIllKOBhIM， 

H e~e BhI.瓦ep況KHH3 nHceM CaBHHO註Kpa3Hh磁 JIH江aM， KacaIO~Hec兄 TypreHeBa， H T.瓦.

Ho llHCbMa CaBHHo註KTyprモHeByHeH3Bec'祖国立oCHX nop. 

TeKCThI nHceM B c6. T y pzefle8 U Ca8UrW 6hIJIH nO.L(rOTOBJIeHhl OqeHh T~aTeJIhHO， 

B 60JIbIlIHHCTBe CBOeM OHH a，lleKBaTHbI no，n:JI班現盟主総 Ho HeCKOJIhKO llHCeM 6hIJ1o 

ony6JIHKOBaHO C KynlOpal'f儲 H HeKoTopo語 npaBKO茸 TeKCTa Typr明白a. Ha可閉鎖 CO 

2一説 KHHrHXII TOMa nHceM n OAflOZO co6 pafluH COむlfleflUUU nuceM U. C. Typzefle8a， 
(1967-68) TIMChMa TypI溜 eBaK CaBHHO註neqaTalOTC冗 nono江沼母由沼(aM. ABTOp OTMe可aeT

MecTa KynlOp H npaBKH. 

o >KH3HH TypreHeBa B 1879 r. L(. MaraprnaK OTMeTHJI B CBoe註KHHre，q'I‘o TypreHeB 
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yeXa7I B I1apIDK K鉱 6y.n;T'Onepep'02K居間hIMCB'Oe員 JII06'OBhIOK CaB底的註. 口'0MHeHHIO 

aBT'Opa Ha位。冗lll.eII CTaThH， 3T'O 3aBHC沼:T 'OT T'Or'O， qT'O TypreHeB， npHe32KaBIllH詰 Ha

po瓦HHY，6h既 BCTpe可eHBhlp跳 e郎自MlI'06江l.e詰 B'O白op滋 eHH'O詰 JIぬ6BH pyCCK'O註 ny6JI蹄(H，

T. e. yqeHh民間T匂IJIHreHI1.HH，CTy.n;eHT'OB H 2Ke斑日踏1.

O “n'Oe3.n;Ke" 'OT Ml1.eHCKa瓦'0OpJIa 1880 r. B. 3a註l1.eBB CB'Oe註 KHHre nHCaJI， qT'O 

“M'02KeT 6hITh， 3a6紹 JIHJIaCh'OHa (CaBHHa)， Hrpa7Ia C HHM (TypIでHeBhIM)B Te n'OJIT'Opa 

可acaMe2K瓦yMl1.eHCK'OM H OpJI'OM， H'O ee c'06cTBeHHaH 瓦yllIa n'OJIHa 6hIJIa 瓦pyn劉百円.

ABT'Opy HaCT'O冗民e首位aT凶瓦yMaeTc冗， qT'O 3T'O n手'OH3B'OJIhHaH争孤立問 3a員立eBa.

11 elll.e KおKeTCH，qT'O“nepeCM'OTp" n'Ol1.eJIyeB B 6H'OrpaφHqeCK'OM HCCJIe瓦'OB翻 m JI. 

立1m磁p'O，。ロy6JIHK'OB悶 H'OM He.n;aBH'O， npoHcX'O){HT C n'OllIJI'O註 H ByJIhrapH'O註 T'O可邸主 3peHH兄，

H n'03T'OMY Hey6e.n;HTeJIeH. 日手e瓦'OCTe戸)KeHHeA.争.K'OHH n'O 3T'OMy B'Onp'Ocy 'OCTaeTCH 

B CHJIe. 

B Ha白 O沼田e註 CTaTheaBT'Op 'OTMeqaeT 'OTHO回 e陪磁 CaBHH'O註 K TypI‘eHeBy npH er'O 

CMepTH H n'OCJIe cMepTH， T母(KaK CqHTaeT HX 3Ha四 TeJIhHhIMH.

I1ccJIe江yeTCHTaK 2Ke BJ捌 HHe“ロOCJIe瓦He詮五時6BH" Ha 'OTH'OllIeHHH TypI‘eHeBa K 

I1'OJI悶 e BHap.n;'O， K'OT'OpyIO 'OH JII06HJI BCIO )KH3Hh， H TaK 2Ke K ee 瓦O硯戸支JI'O){H，

n'OJIh3yHCh H'OBhIMH MaTepo抑制H Nouvelle correspondance inedite， Lettres inedites a 

Pauline Viardot et a sa famille， 'Ony6JIHK'OBaHHhIMH B n'OCJIe.n;HHe ro.瓦弘

ABT'Op npH3HaeT .n;B'OIICTBeJ部'OCThJIH四'OCTHTypreHeBa， H er'O“pa3.n;B'Oe阻'Oe可 BCTB'O

JII06BH"， H'O瓦YMaeT， qT'O elll.e p組'0 Bhffi'O.n;HTh 3鉱 JIIOqeHHe n'O 3T'OMY B'Orrp'Ocy H3-3a 

HeH3yqeJ器'OCTHllHCeM I1'OJI隠 IhIH KJI'O瓦H K TypreHeBy. 

B HaCT'O擁立eIICTaThe aBT'Op Hap'O四'0 'Orpru磁可HBaeT H3JI'O抵eHHe 6H'Or戸中oqecKHX

中aKT'OB，KaCaぬ回)1XCHnpHM'O“n'OCJI領府註 zω6BH"TypreHeBa， H He KaCa釘明日'OJIHTHK'O・

C'OII.Ha7IhHh~ C'06hITH詰， JIHTepaTyt沼 0註 H yMcTBeHH'O註瓦e冗TeJIhH'OCTHH '06lll.em磁 C JIHTe-

paT'OpaMH B T'OT 2Ke nepHo.瓦.

口0闘部HIO紹 T'Opa，B “n'OCJIe){He註 JII06BHηCHMB'OJIsqeCKH 'OTp鋭 aeTc.冗 MhICJIhTyp-

reHeBa， HeBepyIOIl1.er'O H neccHMHCTa. H'O er'O MhICJIh 瓦'0 K'OHl1.a HCKaJIa cnacem既

qeJI'OBeKa B'O BHyTpeHH'O註 rJIy6踏 IeqeJI'OBe可ねω員 JI沼6BH.
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